
●６年の「軌跡」を見る　　　P01～

●上田小・別所小休校式　　　P05～

●景観条例　　　　　　　　　P08～

●市政トピックス　　　　　　P10～

●人事異動　　　　　　　　　P16～

●お知らせワイド版　　　　　P18～

●まにわが好きっ読者の広場　P24～

●ぐるっと真庭まちの話題　　P30～

主
な
記
事

広報まにわ創刊号の表紙を
飾ったのは、中和小の新入
生。あの時の新入生は、こ
の春小学校を卒業し、中学
生になります。（当時と同
じ並びで右から：松田博美
さん、谷晴加さん、石坂真
帆さん、實原勇斗くん、實
原大くん※一番左の古屋野
雅希くんは倉敷で中学生に）

私たち真庭市私たち真庭市11年生年生
（真庭市立中和小学校新入生の皆さん）（真庭市立中和小学校新入生の皆さん）

あれから６年…
こんなに大きくなりました。

今
、私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
。
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①国体の市内皮切り

だったゴルフ少年男

子②一年中泳げる水

夢の温水プール③バ

イオマスツアーには

年間２千人が来る④

「まにわくん♥」は

３７ルートを運行中⑤

県下初の認定子ども

園「落合こども園」

六
年
の
「
軌
跡
」を
見
る

～
新
本
庁
舎
落
成
を
記
念
し
て
～

 

真
庭
市
が
誕
生
し
て
、
六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
は
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

す
。
新
し
い
本
庁
舎
が
出
来
上
が
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
真
庭
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み

平
成
１７
年

３
月　

真
庭
郡
勝
山
町
・
落
合
町
・
湯
原
町
・
久

世
町
・
美
甘
村
・
川
上
村
・
八
束
村
・
中

和
村
・
上
房
郡
北
房
町
が
合
併
し
、
真
庭

市
が
誕
生
す
る

４
月　

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る

９
〜　

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
を
開
催
す
る

１０
月　

（
ゴ
ル
フ
少
年
男
子
、
綱
引
き
、
軟
式
野

球
一
般
Ａ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
成
年
男

子
・
少
年
男
子
・
少
年
女
子
、
馬
術
競
技
、

山
岳
競
技
）

１０
月　

小
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
が
無
料
に
な
る

平
成
１８
年

１
月　

中
和
小
学
校
が
完
成
す
る

　
　
　

大
雪
の
た
め
雪
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る

３
月　

真
庭
市
総
合
計
画
を
策
定
す
る

　
　
　

美
甘
小
学
校
が
完
成
す
る

至
道
高
等
学
校
・
中
和
中
学
校
が
閉
校
に

な
る

４
月　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と
し
て
公
表
さ
れ
る

健
康
増
進
施
設
水
夢
が
完
成
す
る

６
月　

樫
邑
小
学
校
・
幼
稚
園
が
完
成
す
る

７
月　

集
中
豪
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

１１
月　

美
新
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

１２
月　

バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
真
庭
が
始
ま
る

平
成
１９
年

１
月　

郷
原
漆
器
の
製
作
道
具
が
国
の
有
形
民
俗

文
化
財
に
登
録
さ
れ
る

２
月　

真
庭
大
使
に
妹
島
和
世
さ
ん
・
岸
田
敏
志

さ
ん
を
委
嘱
す
る

３
月　

北
房
中
学
校
が
完
成
す
る

　
　
　

勝
山
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
完
成
す
る

②平成18年４月

①平成17年９月

④平成19年４月

⑤平成19年４月

③平成18年12月
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⑥まなびピアの音楽

の授業⑦ひかりネッ

トワーク完成で告知

放送やＭＩＴの視聴

などが可能に⑧ B-1
初出場で準優勝の快

挙⑨国文祭（文化の

国体）に８千人来場

⑩一流の能楽師を招

いた能狂言公演

　
　
　

木
山
小
学
校
日
野
上
分
校
が
休
校
に
な
る

４
月　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
が
始
ま
る

落
合
こ
ど
も
園
が
開
園
す
る

真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
サ
ー
ビ
ス

が
順
次
始
ま
る

真
庭
市
消
防
団
が
発
足
す
る

白
梅
塾
を
開
設
す
る

１０
月　

妊
婦
健
診
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
回
数
が

　
　
　

５
回
に
増
え
る

１１
月　

全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ま
な

　
　
　

び
ピ
ア
）
in
ま
に
わ
を
開
催
す
る

１２
月　

蒜
山
振
興
局
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
す
る

大
谷
・
定
古
墳
群
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
る

平
成
２０
年

３
月　

鹿
田
・
美
川
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
が
完
成
す
る

４
月　

美
川
こ
ど
も
園
が
開
園
す
る

　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
る

１２
月　

産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る

上
水
田
・
山
田
・
五
名
地
区
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
が
完
成
す
る

平
成
２１
年

１
月　

真
庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ
が
開
局
し
、
真
庭

ひ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
す
る

　
　
　

市
民
憲
章
を
制
定
す
る

　
　
　

真
庭
ブ
ラ
ン
ド
に
１０
品
を
認
定
す
る

　
　
　

緊
急
雇
用
対
策
本
部
を
設
置
す
る

３
月　

真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
集
積
基
地
が
完
成
す
る

４
月　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設
置

す
る

妊
婦
健
診
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
回
数
が

１２
回
に
増
え
る

⑧平成22年９月

⑩平成23年１月

⑨平成22年11月

⑥平成19年11月

⑦平成21年１月

希
望
と
夢
を
胸
に

気
持
ち
を
一
つ
に
し
て

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

観光キャラクター

「まにぞう」
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４
月　

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る

６
月　

勝
山
町
並
み
保
存
地
区
が
都
市
景
観
大
賞

「
美
し
い
ま
ち
な
み
大
賞
（
国
土
交
通
大

臣
賞
）」
を
受
賞
す
る

８
月　

太
陽
光
発
電
設
置
補
助
が
始
ま
る

１０
月　

中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
が
無
料
に
な
る

１２
月　

真
庭
ブ
ラ
ン
ド
に
６
品
を
追
加
す
る

平
成
２２
年

１
月　

バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
真
庭
が
「
新
エ
ネ
大

賞
（
経
済
産
業
大
臣
賞
）」
を
受
賞
す
る

３
月　

ひ
る
ぜ
ん
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
完
成
す
る

４
月　

子
ど
も
手
当
支
給
制
度
が
始
ま
る

不
妊
・
不
育
治
療
、
商
工
業
な
ど
の
支
援

対
象
を
拡
大
す
る

真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
ラ
ボ
を
開
所
す
る

中
島
北
雨
水
ポ
ン
プ
場
が
完
成
す
る

７
月　

集
中
豪
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

９
月　

市
の
木
・
花
・
動
物
が
ヒ
ノ
キ
・
サ
ク
ラ
・

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛

に
決
定
す
る

ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
消
防
本
部
に
完
成
す
る

モ
ノ
づ
く
り
産
業
展
を
開
催
す
る

ひ
る
ぜ
ん
焼
そ
ば
が
Ｂ‐

１
グ
ラ
ン
プ
リ

で
シ
ル
バ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
す
る

１０
〜　

国
民
文
化
祭
を
開
催
す
る
（
美
術
展
・
工

１１
月　

芸
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

平
成
２３
年

１
月　

新
本
庁
舎
落
成
記
念
の
能
・
狂
言
公
演
を

開
催
す
る

３
月　

久
世
中
学
校
が
完
成
す
る

観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
「
ま
に
ぞ
う
」
に

決
定
す
る

４
月　

新
本
庁
舎
で
全
て
の
本
庁
業
務
が
始
ま
る

新
本
庁
舎

新
本
庁
舎

本
格
稼
動

本
格
稼
動

い
よ

い
よ
い
よ

い
よ

4/1

　

昨
年
８
月
に
庁
舎
棟
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
が
完
成
し
、
１０
月
以
降
、
旧
庁
舎
解
体
工
事
や
外
構
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
新
本
庁
舎
周
辺
の
植
栽
や
駐
車
場
が
３
月
に
完
成
し
、
平
成
２１
年
６
月
に
始
ま
っ
た
新
本
庁
舎
建
設
工
事
は
、
全
て
完
了
し

ま
し
た
。
昨
年
９
月
か
ら
一
部
開
始
し
て
い
た
本
庁
業
務
は
、
残
り
の
本
庁
全
て
の
課
が
移
転
し
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
全
て
の
業

務
が
新
本
庁
舎
で
開
始
し
ま
す
。

代表電話番号０８６７‐４２‐１１１１  FAX０８６７‐４２‐１３４１新本庁舎電話番号表
部署名 電話 ＦＡＸ

会計課
行政改革推進室
市民環境部
市民課
（消費生活センター）
（選挙管理委員会事務局）
税務課
（国土調査室）
徴税課
環境課
健康福祉部（福祉事務所）
福祉課
健康推進課
子育て支援課
高齢者支援課
（地域包括支援センター）
産業観光部
バイオマス政策課
農林振興課
（農業委員会事務局）
農林土木課
商工観光課

４２‐１２４９ 
４２‐１１７９ 

４２‐１１１２ 

４２‐１０７２
４２‐１１１４ 
４２‐１０２８ 
４２‐１１１５ 
４２‐１１１３

４２‐１５８１
４２‐１０５０ 
４２‐１０５４ 
４２‐１０７４ 
４２‐１０７９

４２‐５０２２
４２‐１０３１
４２‐１６７６
４２‐１０９６
４２‐１０３３

４２‐１３９０ 
４２‐１３４１

４２‐１３１９

４２‐１２４０
４２‐１０４７

４２‐１２４０

４２‐１３６９
４２‐１３８８
４２‐１３６９

４２‐１３９０

４２‐１０３７
４２‐３０９７
４２‐１０４８

４２‐１０３７

新本庁舎配置図

4F

女子トイレ 男子トイレ

多目的トイレ エレベーター

2F 1F

●

●

正面玄関

西側入口

●　

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

相談室

●

相談室

東側入口
（夜間受付）

議会事務局

正副議長室

応接室

監査事務局

議場

傍聴席
記者席

委員会室1
委員会室2

議員控室

大会議室2

大会議室1

農林振興課
（農業委員会）

下水道課

水道課

建設課

都市住宅課

農林土木課

バイオマス政策課

商工観光課

管財課

相談室

宿直室

相談室

ATM

キッズルーム

総合案内

授乳室

●

●

3F

応接室

市長室

企画政策課
行政改革推進室

財政課

相談室

総務課

生涯学習課

学校教育課

教育総務課

教育長室
教育委員室

会議室2
会議室3

会議室1

秘書広報課

副市長室

建設部
建設課
都市住宅課
（建築営繕室）
水道課
下水道課
総務部
総務課
（危機管理室）
秘書広報課
財政課
企画政策課
（情報推進室）
管財課
教育委員会
教育総務課
学校教育課
生涯学習課
（スポーツ・文化振興室）
議会事務局
議会事務局
監査事務局
監査事務局

４２‐５０３３

４２‐７７８１

４２‐１１０８
４２‐１１０９

４２‐１１５０ 

４２‐１１６３
４２‐１１６７ 

４２‐１１６９

４２‐１１７４ 

４２‐１０８５
４２‐１０８７

４２‐１０９４

４２‐１２７２

４２‐１２８０

４２‐１９８８ 

４２‐１４０３

４２‐１３４１

４２‐１３５３

４２‐１９８８

４２‐１４１６

４２‐１４２０

４２‐１４２３

多目的会議室

環境課

徴税課
税務課

市民課

福祉課
健康推進課

子育て支援課 会計課
金融室

高齢者支援課



新
本
庁
舎

本
格
稼
動

い
よ

い
よ

昭和３４年度に上田小学校と上山
分校とあわせて２１７人いた児童
は、年々減少し、平成２１年度から
今回卒業した２人だけの学校生
活を送っていました

児童の減少により３月末で休校となる上田小学

校（田原山上）と別所小学校（別所）の卒業式

と休校式が、３月２１日に行われました。両校とも

１３０余年の歴史を持つ学校で、多くの関係者が思

い出深い学びやとの別れを惜しみました。

中学生になったら委員会活動に
積極的に参加し、勉強はもちろ
ん、いろいろな本を読みたい。
将来の夢は農業をすること。安
全安心の農業を目指します

中学校では、野球部に入りレギ
ュラーを目指したい。国語や英
語を頑張り、将来はパイロット
になって世界を駆け巡ることを
夢みています

いろいろな人との出会い、たくさんの思い出を

昭和４１年頃の上田小学校運動会の様子

ありがとう

藤澤直之くん（写真右）

西田亘希くん（写真左）

未来に向かって羽ばたく
上田小学校の卒業生

平成２２年度は、６年生の石原さ
ん、４年生の清友くんと高瀬さ
んの３人で、別所小学校での最
後の学校生活を過ごしました

少しだけ勉強が好きで、小さい
子どもが好きだから、将来は小
学校の教師になりたい。美容師
にも憧れています。中学生にな
ったら友だちをたくさん作っ
て、部活や勉強を頑張ります

石原柚希さん（写真中）

別所小学校の思い出を胸に平成２３年度から美川小学校に通う２人。
少しの不安はありますが、新たな生活に期待が膨らみます

髙瀬由加利さん（写真左） 清友篤志くん（写真右）

希望の未来へ駆け出す
別所小学校の卒業生

昭和５０年頃の別所小学校の給食時間

上田小学校と別所小学校が平成23年３月をもって休校となります



上
田
小
学
校
上
山
分
校
沿
革

上
田
小
学
校
沿
革

写真右から：２人の卒業生が
歌やコカリナ演奏を交えなが
ら、お別れの言葉を述べまし
た。中：お兄さん、お姉さん
から卒業生に激励の言葉が送
られた。左：休校式典後、校
舎前で風船を飛ばす関係者

　

上
田
小
学
校
は
、
明
治
８
年
に
落
合
修

成
小
学
校
の
支
校
と
し
て
創
立
。
当
時
は

校
舎
も
な
く
、
普
門
寺
の
客
殿
を
使
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
２０
年
に
独
立

校
と
し
て
発
足
。
以
来
１
３
６
年
間
で
卒

業
生
は
１
千
９
４
８
人
で
す
。
平
成
６
年

の
校
舎
新
築
落
成
式
の
際
、
取
材
に
来
て

い
た
テ
レ
ビ
局
が
普
門
寺
の
四
季
桜
を
ニ

ュ
ー
ス
に
取
り
上
げ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
地
域
に
も
徐
々
に
人
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
、
こ
の
地
域
の
村
お
こ
し
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。
農
山
村
が
さ
び
れ
て
、

子
ど
も
が
段
々
と
少
な
く
な
り
、
学
校
が

無
く
な
る
こ
と
は
本
当
に
寂
し
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
良
い
校
舎
が
あ

る
の
で
、
学
校
機
能
は
な
く
な
る
け
れ
ど
、

こ
の
校
舎
を
地
域
の
文
化
活
動
や
老
人
の

料
理
教
室
、
市
内
の
各
小
中
学
校
が
自
然

と
触
れ
合
う
山
の
学
校
と
し
て
な
ど
、
村

お
こ
し
の
新
し
い
核
と
し
て
活
用
さ
せ
て

も
ら
え
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

明
治
８
年　

修
成
小
学
校
田
原
山
上
支
校
分
教
場
を
置
く

20
年　

上
山
分
教
場
を
上
山
支
校
と
す
る

23
年　

尋
常
上
田
小
学
校
上
山
支
校
と
改
称

26
年　

上
田
尋
常
小
学
校
と
上
山
分
教
場
と
改
称

36
年　

上
山
尋
常
小
学
校
と
し
て
独
立

41
年　

津
田
村
立
上
田
尋
常
小
学
校
上
山
分
教
場
と
な
る

昭
和
16
年　

上
田
国
民
学
校
上
山
分
教
場
と
改
称

22
年　

津
田
村
立
上
田
小
学
校
上
山
分
校
と
改
称

23
年　

上
山
分
校
１
教
室
増
築

30
年　

落
合
町
立
上
田
小
学
校
上
山
分
校
と
改
称

35
年　

上
山
分
校
新
築

平
成
元
年　

運
動
場
フ
ェ
ン
ス
改
修

２
年　

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
新
設

３
年　

屋
根
塗
装

明
治
８
年　

修
成
小
学
校
田
原
山
上
支
校
と
し
て
創
立 
　

　
　
　

笠
場
小
学
校
と
称
し
普
門
寺
客
殿
を
教
室
に
仮
借

20
年　

独
立
校
と
な
る　

校
舎
な
く
山
田
氏
宅
を
仮
借

23
年　

尋
常
上
田
小
学
校
と
改
称

26
年　

上
田
村
立
上
田
尋
常
小
学
校
と
改
称

28
年　

校
舎
を
改
築

37
年　

津
田
村
立
上
田
尋
常
小
学
校
と
改
称

大
正
12
年　

新
校
舎
増
築（
落
合
小
学
校
旧
校
舎
利
用
）

昭
和
16
年　

上
田
国
民
学
校
と
改
称

17
年　

高
等
科
を
併
設

22
年　

津
田
村
立
上
田
小
学
校
と
改
称

25
年　

上
校
舎
改
築

30
年　

落
合
町
立
上
田
小
学
校
と
改
称

36
年　

簡
易
水
道
設
備
完
成

37
年　

教
員
宿
舎
新
築

38
年　

校
歌
制
定

41
年　

給
食
調
理
室
新
築　

完
全
給
食
実
施

43
年　

上
運
動
場
新
設　

上
校
舎
北
昇
降
口
新
設

44
年　

校
長
室
新
設　

理
科
室
準
備
室
新
設

44
年　

岡
山
県
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
開
催

44
年　

屋
内
体
操
場（
へ
き
地
集
会
所
）建
築

49
年　

完
全
に
複
式
編
成
と
な
る　

養
護
教
諭
配
当

50
年　

本
館
窓
取
替
工
事

53
年　

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
新
設

59
年　

真
庭
郡
へ
き
地
教
育
研
究
会
複
式
部
会
開
催

平
成
元
年　

運
動
場
フ
ェ
ン
ス
改
修

３
年　

体
育
館
の
床
を
全
面
改
修

５
年　

立
誠
簡
易
水
道
よ
り
笠
場
地
区
給
水
開
始

６
年　

校
舎
新
築（
田
原
山
上
２
１
３
８
番
地
）

23
年　

3
月
休
校　
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上田小学校　卒業式および休校式典

村
お
こ
し
の
新
し
い
核
と
し
て

休
校
中
の
校
舎
を
再
利
用

3月21日開催

上
田
小
学
校
を
考
え
る
会

会
長  

和
田
捷
海 

さ
ん

上田小学校休校式典には、昭和38年に新任職員として赴
任し、校歌の作曲を手掛けた須江弘美さんをはじめ、歴代
の先生や卒業生、地域の人たち150人が出席しました



「
上
田
小
学
校
」

「
別
所
小
学
校
」

惜
し
ま
れ
つ
つ

長
い
歴
史
に
幕

別
所
小
学
校
沿
革

写真上：卒業証書を受け取る
別所小学校１人だけの卒業生
石原さん。中：卒業生と在校
生が思い出話や歌を交えてお
別れの言葉を交わす。下：休
校式では児童からお世話にな
った先生らに花束を贈呈

写真左から、別所小学校の思い出の品を納めた「メモリアルコーナー」を
玄関横に設置。グランド下に建立した「別所小学校記念碑」。歴代の職員
や卒業生の名簿などを収めた「別所小学校記念誌」

明
治
６
年　

別
所
村
字
中
尾
に
成
業
小
学
校
開
校

９
年　

字
加
賀
曽
に
移
転

22
年　

関
川
村
立
貞
諒
小
学
校
別
所
分
教
場
と
な
る

24
年　

大
字
別
所
字
大
谷
に
新
築
移
転

30
年　

関
川
村
立
成
業
尋
常
小
学
校
と
な
る

37
年　

美
川
村
立
成
業
尋
常
小
学
校
と
な
る

41
年　

美
川
村
立
関
川
尋
常
小
学
校
別
所
分
教
場
と
な
る

昭
和
３
年　

大
字
別
所
字
槙
原
に
移
転

　
　
　

美
川
村
立
美
川
尋
常
高
等
小
学
校

　
　
　

別
所
分
教
場
と
な
る

16
年　

美
川
村
立
美
川
国
民
学
校
別
所
分
教
場
と
な
る

22
年　

美
川
村
立
別
所
小
学
校
と
な
る

22
年　

ミ
ル
ク
給
食
が
開
始
さ
れ
る

30
年　

落
合
町
立
別
所
小
学
校
と
な
る

34
年　

完
全
給
食
を
開
始（
Ｃ
型
）

38
年　

校
舎
を
改
築

48
年　

1
級
地
へ
き
地
校
に
指
定

49
年　

運
動
場
を
拡
張

50
年　

校
歌
を
制
定

51
年　

体
育
館
を
新
築

53
年　

水
泳
プ
ー
ル
を
新
設

55
年　

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
開
催

61
年　

職
員
玄
関
を
新
設

62
年　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
防
球
ネ
ッ
ト
を
新
設

平
成
２
年　

ト
イ
レ
を
新
設（
合
併
浄
化
槽
）

16
年　

校
舎
の
改
修
工
事（
17
年
ま
で
）

17
年　

真
庭
市
立
別
所
小
学
校
と
な
る

22
年　

準
へ
き
地
校
に
指
定
さ
れ
る

23
年　

3
月
休
校

　

明
治
６
年
、
成
業
小
学
校
と
し
て
開
校

以
来
、
１
３
０
余
年
の
伝
統
と
歴
史
の
あ

る
別
所
小
学
校
が
、
平
成
２３
年
３
月
を
も

っ
て
休
校
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
巣
立
ち
、
地
域
活
動
の
中
心
を
担

っ
て
き
た
学
び
や
が
、
休
校
と
な
る
と
い

う
こ
と
を
心
か
ら
残
念
に
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
と
正
面

か
ら
向
き
合
い
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
学
校
に
は
、
小
さ
い
学
校
な
ら
で

は
の
良
さ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
少

子
化
に
歯
止
め
は
か
か
ら
ず
、
保
護
者
や

地
域
住
民
と
一
生
懸
命
考
え
抜
い
た
結

果
、
こ
の
よ
う
な
結
論
に
い
た
り
ま
し
た
。

こ
の
休
校
は
時
代
の
流
れ
と
し
て
、
ど
う

し
よ
う
も
な
い
こ
と
で
す
。
今
、
新
し
い

時
代
が
始
ま
っ
た
と
と
ら
え
て
、
こ
れ
ま

で
こ
の
地
域
で
培
い
、
守
り
続
け
て
き
た

宝
を
生
か
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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地
域
の
宝
を
生
か
し
て

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

別所小学校　卒業式および休校記念式 3月21日開催

休
校
記
念
行
事
実
行
委
員
会

委
員
長  

春
木
基
男 

さ
ん

別所小学校休校記念式には、歴代の先生
や卒業生、地域住民ら約110人が出席し、
懐かしい学びやとの別れを惜しみました
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市
で
は
、
真
庭
ら
し
い
魅
力
あ
る
景
観
づ
く
り
に
向
け
て
「
真
庭
市
景
観
計
画
・
真
庭
市
景
観
条
例
」
を

制
定
し
、
４
月
１
日
か
ら
景
観
計
画
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
景
観
計
画
に
基
づ
き
、
良
好
な

景
観
の
形
成
に
向
け
て
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
定
規
模
以
上
の
建
物
や
構
造
物
な
ど
の
建
築
の
と
き
に
は
、
事

前
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。（
届
け
出
受
理
か
ら
３０
日
間
は
行
為
の

着
手
が
制
限
さ
れ
ま
す
。）

　

こ
れ
ま
で
は
、
岡
山
県
へ
の
届
け
出
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
真

庭
市
景
観
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら
は
真
庭
市
へ
の
届

け
出
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
部
都
市
住
宅
課　

金
谷

　

℡
０
８
６
７（
４２
）７
７
８
１　

℻
０
８
６
７（
４２
）１
９
８
８

【
対
象
行
為
】
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
外
観
を

変
更
す
る
修
繕
、
模
様
替
え
、
色
彩
の
変
更

【
対
象
規
模
】

◇
建
築
物

１
．
高
さ
が
１３
㍍
ま
た
は
建
築
面
積
が
千
平
方
㍍
を
越

　

え
る
も
の

◇
工
作
物

１
．
高
さ
が
１３
㍍
ま
た
は
築
造
面
積
が
千
平
方
㍍
を
越

　

え
る
煙
突
、
ア
ン
テ
ナ
、
電
波
塔
な
ど

２
．
高
さ
が
３
㍍
を
越
え
る
擁
壁
、
垣
、
さ
く
、
塀
な
ど

３
．
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
が
２０
㍍
を
越
え
る
電
気
供
給

　

若
し
く
は
有
線
電
気
通
信
の
た
め
の
電
線
路
、
空
中

　

線
な
ど
（
そ
の
支
持
物
を
含
む
）

【
そ
の
他
】

１
．
堆
積
物
件
の
高
さ
が
地
盤
面
か
ら
５
㍍
ま
た
は
行

　

為
に
係
る
面
積
が
千
平
方
㍍
を
超
え
る
土
石
、
廃

　

棄
物
、
再
生
資
源
な
ど

２
．
土
地
の
面
積
が
千
平
方
㍍
ま
た
は
高
さ
が
５
㍍
お

　

よ
び
１０
㍍
以
上
の
法
面
ま
た
は
擁
壁
を
生
じ
る
土
石

　

の
採
取
、
鉱
物
の
掘
採
な
ど

　

私
た
ち
の
ま
ち
真
庭
の
生
活
環

境
は
、
四
季
折
々
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
、
市
外
か
ら
も
多
く
の

人
々
が
集
い
楽
し
み
、
古
く
か
ら

多
彩
な
伝
統
文
化
が
育
ま
れ
今
に

伝
わ
る
、
と
て
も
豊
か
な
も
の
で

す
。
こ
の
環
境
と
人
の
営
み
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
き
た
「
生
き
た
景

観
」
と
の
調
和
を
図
り
、
地
域
の

個
性
と
し
て
将
来
に
伝
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

景
観
計
画
は
、
景
観
法
に
基
づ

き
、※

「
景
観
行
政
団
体
」
が
定
め

る
計
画
で
、
景
観
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
方
向
性
や
ル
ー
ル
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
建
物
な
ど
を

建
て
る
と
き
の
配
慮
事
項
や
規
制

な
ど
を
定
め
、
事
業
者
な
ど
と
協

議
の
も
と
緩
や
か
な
規
制
・
誘
導

を
お
こ
な
い
ま
す
。

※

真
庭
市
は
平
成
２２
年
７
月
１
日

に
景
観
行
政
団
体
に
な
り
ま
し

た
。

○
景
観
計
画
の
区
域　

　

市
内
全
域

○
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る

　

方
針　

　

「
生
き
た
景
観
」
と
の
調
和
を

大
切
に
し
、
地
域
の
個
性
と
し
て

将
来
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

○
重
点
景
観
づ
く
り
地
区

　

市
の
先
導
的
な
景
観
形
成
を
進

め
る
べ
き
地
区
と
し
て
「
勝
山
重

点
景
観
づ
く
り
地
区
」
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
地
区
に
つ

い
て
も
、
順
次
追
加
・
拡
大
を
行

う
予
定
で
す
。

○
良
好
な
景
観
形
成
の
た
め
の
行

　

為
の
制
限

　

大
規
模
な
建
築
物
・
工
作
物
な

ど
の
新
築
・
増
築
な
ど
に
対
し
て
、

「
市
全
域
」
と
「
勝
山
重
点
景
観

づ
く
り
地
区
」
そ
れ
ぞ
れ
に
「
届

出
対
象
行
為
」
と
「
景
観
形
成
基

準
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

○
景
観
重
要
公
共
施
設
の
整
備

　

道
路
や
河
川
、
公
園
な
ど
に
つ

い
て
、景
観
上
重
要
な
施
設
を「
景

観
重
要
公
共
施
設
」
と
し
て
、
整

備
な
ど
の
事
項
を
定
め
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
勝
山
町
並
み

保
存
地
区
内
の
旭
川
」
を
景
観
重

要
公
共
施
設
に
位
置
づ
け
、
景
観

真
庭
市
景
観
計
画
と
は

真
庭
市
景
観
計
画
の
概
要

届
け
出
が
必
要
な
建
築
物
な
ど
の
行
為
・
規
模

◆
市
全
域（
勝
山
重
点
景
観
づ
く
り
地
区
を
除
く
）

豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
に
よ
る
生
き
た
景
観
と
調
和
す
る
杜
市
を
め
ざ
し
て

真
庭
市
景
観
計
画
・
景
観
条
例

４
月
１
日
施
行

真
庭
市
景
観
計
画
・
景
観
条
例

４
月
１
日
施
行

真
庭
市
景
観
計
画
・
景
観
条
例

４
月
１
日
施
行
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【
対
象
行
為
】

①
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転

②
外
観
を
変
更
す
る
修
繕
、
模
様
替
え
、
色
彩
の
変
更

【
対
象
規
模
】

◇
建
築
物

①
床
面
積
の
合
計
が
１０
平
方
㍍
ま
た
は
当
該
高
さ
が
５

　

㍍
を
越
え
る
も
の

②
行
為
に
係
る
部
分
の
面
積
の
合
計
が
１０
平
方
㍍
を
超

　

え
る
も
の

【
対
象
行
為
】
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
外
観
を

変
更
す
る
修
繕
、
模
様
替
え
、
色
彩
の
変
更

【
対
象
規
模
】

◇
工
作
物

１
．
高
さ
が
１０
㍍
ま
た
は
建
築
物
と
一
体
と
な
っ
て
設

　

置
す
る
場
合
は
、
当
該
工
作
物
の
高
さ
が
３
㍍
を
越

　

え
る
煙
突
、
ア
ン
テ
ナ
、
電
波
塔
な
ど

２
．
高
さ
が
１
・
５
㍍
を
越
え
る
擁
壁
、
垣
、
さ
く
、

　

塀
な
ど

３
．
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
が
１０
㍍
を
越
え
る
電
気
供
給

　

若
し
く
は
有
線
電
気
通
信
の
た
め
の
電
線
路
、
空
中

　

線
な
ど
（
そ
の
支
持
物
を
含
む
）

【
そ
の
他
】

１
．
堆
積
物
件
の
高
さ
が
地
盤
面
か
ら
１
・
５
㍍
ま
た

　

は
行
為
に
係
る
水
平
投
影
面
積
が
百
平
方
㍍
を
超
え

　

る
土
石
、
廃
棄
物
、
再
生
資
源
な
ど

２
．
土
地
の
面
積
が
５
百
平
方
㍍
ま
た
は
高
さ
が
１
・

　

５
㍍
を
越
え
る
法
面
ま
た
は
擁
壁
を
生
じ
る
土
石
の

　

採
取
、
鉱
物
の
掘
採
な
ど

※
周
辺
環
境
保
全
地
区
に
つ
い
て
は
、
市
全
域
の
届
け

出
行
為
に
準
じ
る
。

勝
山
重
点
景
観
づ
く
り
地
区

良
好
な
景
観
づ
く
り
の
た
め
に

◆
勝
山
重
点
景
観
づ
く
り
地
区（
う
ち
景
観
重
点
整
備
地
区
）

図１
の
連
続
性
や
町
並
み
と
の
調
和
に

配
慮
し
た
整
備
な
ど
の
基
準
を
設

け
ま
す
。

　

勝
山
町
並
み
保
存
地
区
は
、
伝

統
的
な
建
造
物
が
数
多
く
残
り
、

電
線
類
地
中
化
や
美
装
化
舗
装
の

ハ
ー
ド
事
業
と
地
域
の
住
民
団
体

に
よ
る
暖
簾
の
ま
ち
づ
く
り
や
、

お
雛
ま
つ
り
な
ど
が
融
合
し
て
、

平
成
２１
年
度
都
市
景
観
大
賞
「
美

し
い
ま
ち
な
み
大
賞
」（
国
土
交

通
大
臣
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
地
区
は
、
重
点
景
観
づ
く
り

地
区
を
設
定
す
る
上
で
の
視
点
と

な
る
、多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
、

住
民
に
よ
る
自
主
的
な
景
観
整
備

な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
り
、
住
民

の
景
観
づ
く
り
へ
の
意
識
が
高
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
重
点
景
観
づ
く

り
地
区
と
し
て
位
置
づ
け
、
届
け

出
対
象
行
為
や
基
準
を
定
め
て
、

本
市
の
先
導
的
な
景
観
形
成
を
進

め
て
い
ま
す
。（
図
１
参
照
）

　

こ
の
景
観
計
画
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て
継
続
し
て
い
く
も
の
で

す
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
提

案
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
徐
々
に

変
更
・
追
加
を
行
い
、
内
容
を
充

実
さ
せ
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
真
庭
市
の
良
好
な
景

観
づ
く
り
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

国道３１３号から眺望
できる旭川沿いの範囲

景観重点整備地区
(図示する「市道沿道部」および[旭川沿い」と「駐車場」から眺望できる範囲）
・市道水の手線、秋葉線、旦西１号線、五反庄線、顆山線、勝山本郷線に接し、
　道路から眺望できる範囲
・旭川の対岸の国道３１３号から眺望できる旭川沿いの範囲
・市営駐車場（城内、山本町、中町、郷土資料館、武家屋敷館駐車場）に接し
　駐車場から眺望できる範囲

真
庭
市
景
観
計
画
・
景
観
条
例

４
月
１
日
施
行



耐震化工事が夏には完成す
る勝山中学校の校舎廊下

新本庁舎１階に開設される
総合案内所

議案の提案理由説明をする
井手市長（３/７）

起業支援事業を活用してオ
ープンしたＧＳ

総合計画ダイジェスト版を
広報紙と一緒に配布します

　

わ
が
国
の
経
済
動
向
で
あ
り
ま
す
が
、

景
気
は
足
踏
み
状
態
に
あ
り
、
一
部
に
持

ち
直
し
に
向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
失
業
率
が
高
く
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
真
庭
市
に
お

き
ま
し
て
も
、
需
要
の
低
迷
、
競
争
の
激

化
な
ど
総
じ
て
業
況
は
悪
化
傾
向
で
あ

り
、
景
気
は
底
ば
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
市
民
生
活
の
安
定
に
重
点

を
置
き
、
切
れ
目
の
な
い
経
済
雇
用
対
策

を
着
実
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

新
本
庁
舎
の
建
設
工
事
が
３
月
で
す
べ
て

終
了
し
、
４
月
か
ら
全
面
開
庁
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
新
本
庁
舎
を
拠
点

と
し
て
、
市
民
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
迅
速

か
つ
的
確
に
受
け
ら
れ
、
市
政
へ
の
市
民

参
加
の
促
進
や
多
様
な
市
民
活
動
へ
の
支

援
な
ど
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
職
員
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を
絞
り
、
真
庭
市

の
個
性
を
創
造
し
磨
く
と
同
時
に
、
本
庁

と
振
興
局
・
支
局
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

化
し
、
地
域
の
隅
々
ま
で
手
の
届
く
地
域

密
着
型
行
政
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
の
た
め
の
「
き
め
細
か
な

交
付
金
」「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

付
金
」
関
連
事
業
の
ほ
か
、住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
、
起
業
支
援
事
業
、
雇
用
対

策
事
業
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
基
金
」
を
活

用
し
た
高
齢
者
や
障
が
い
者
支
援
、
教
育

相
談
事
業
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
、
地
域
自
主
組
織
の
活
動
に
対

す
る
補
助
金
の
拡
充
、
小
中
学
校
の
耐
震

化
等
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
効
果
的
に
提
供
す
る
施
策
を
盛
り

込
ん
だ
予
算
編
成
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
２３
年
度
か
ら
真
庭
市
総
合
計
画
の

後
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
前
期
計

画
の
６
本
柱
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産

業
の
ま
ち
づ
く
り
」「
交
流
・
連
携
を
支

え
る
ま
ち
づ
く
り
」「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」「
環
境
と
共
生
し
た
ま

ち
づ
く
り
」「
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ

く
り
」「
み
ん
な
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
」

を
継
承
し
な
が
ら
、
３４
の
政
策
と
１
１
０

の
施
策
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
施
策
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
す

べ
て
の
職
員
が
適
正
で
具
体
的
な
成
果
指

標
と
目
標
を
共
有
し
、
そ
の
目
標
達
成
に

向
け
て
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
総
合
計
画
の

基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
創
造
」「
改
革
」

「
融
和
」
を
も
っ
て
、
豊
か
さ
と
幸
せ
が

実
感
で
き
る
「
賑
わ
い
と
安
ら
ぎ
の
杜
の

都　

真
庭
」
の
旗
を
掲
げ
て
、
真
庭
市
新

時
代
の
確
立
の
た
め
に
、
初
心
に
か
え
っ

て
全
知
全
能
を
傾
け
て
、
全
力
投
球
す
る

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

所
信
表
明
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市民生活の安定に重点
経済雇用対策を着実に

　平成２３年２月２１日から３月１８日まで、「平成２３年３月第２

回真庭市議会定例会」が開催され、２月２１日の本会議冒頭、

井手市長が所信表明演説を行いました。その要旨をお伝

えします。

経
済
対
策
と
地
域
密
着
型
行
政
の
展
開

平
成
２３
年
度
予
算

総
合
計
画
後
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト



市政に関する動きの一部を紹介します

今できる支援を真剣に議論する災害支援本部会議（3/14）

心に響くアドバイスが送られたパネルディスカッション

　

３
月
１１
日
午
後
に
三
陸
沖
で
発
生
し
、

東
日
本
で
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
を
受
け
て
、
真
庭
市
は

１３
日
、
災
害
支
援
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

本
部
会
議
で
は
、
被
害
状
況
の
把
握
、
物

資
や
人
的
支
援
に
つ
い
て
は
県
方
針
に

沿
っ
て
対
応
す
る
こ
と
な
ど
を
確
認
。
ま

た
、
義
援
金
箱
を
市
役
所
各
庁
舎
な
ど
に

設
置
す
る
こ
と
、
街
頭
募
金
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
３
月
２２
日

現
在
で
、
約
１
千
９
百
万
円
の
義
援
金
と

多
く
の
救
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
食
」を
切
り
口
に
方
策
探
る

観
光
・
地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

「
観
光･

地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
３
月
１６
日
、
久
世
エ
ス
パ
ス
で
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る

「
ご
当
地
グ
ル
メ
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
」
の

手
法
な
ど
を
市
内
の
取
り
組
み
に
生
か
し

て
も
ら
お
う
と
市
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

ひ
る
ぜ
ん
焼
そ
ば
好
い
と
ん
会
の
石
賀
会

長
ら
５
名
が
壇
上
に
の
ぼ
り
、「
地
域
に
愛

さ
れ
る
も
の
を
見
つ
け
、
物
語
を
加
え
て
発

信
す
る
」
な
ど
と
い
っ
た
具
体
的
手
法
が
示

さ
れ
、
県
内
外
の
約
２
０
０
人
の
聴
衆
は
そ

れ
ぞ
れ
ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

落合地区不法投棄撲滅ボ
ランティア清掃活動が、
法界寺・下見地区で行わ
れ、環境衛生協議会員、
地域住民ら約７０人が参
加。河原に散らばった粗
大ごみなどを回収、看板
を追加設置し、不法投棄
禁止を訴えました。

平成２２年度鳥獣被害防
止対策セミナーが北房文
化センターで開かれまし
た。講師に近畿中国四国
農業研究センター専門員
井上雅央氏を迎え、鳥獣
害対策は、正しい順序で
取り組むことが最も重要
などと学びました。

３ /１～７の春季全国火災
予防運動に合わせ、独居
老人宅特別査察が行わ
れ、消防職員らがお年寄
りの家を訪問しました。
住宅用火災警報器の設置
場所の確認や火を使う場
所を見て回り、防火の指
導を行いました。

久世中学校新改築落成記
念式典が開催され、建設
関係者、生徒ら約４９０人
が出席し、新しい学校の
完成を祝いました。校舎
内部は段差が少なく、教
室には真庭産木材をふん
だんに使用。総事業費は
約２２億６,６００万円です。

真庭市農業委員会は市長
へ「真庭市農業振興施策
等に関する建議書」を提
出しました。「ＴＰＰ交渉」
「有害鳥獣等被害対策」
「温暖化に伴う水稲の品
種選定」の３つの項目が、
農業振興施策に反映され
るよう要望しました。

冷
静
な
対
応
を
し
よ
う

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
支
援
本
部
設
置
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ダンプ２台分９２０㎏のごみを拾う２/２２

少しの意識で大きく変わる鳥獣害対策２/２３

防火の意識を高めよう３/２

木のぬくもり感じる学校の完成３/５

農家の声を行政へ３/１１



永
年
勤
続
功
労
章

木
村
道
之（
久
世
）　
　

田
口　

泉（
久
世
）

樋
口
惠
作（
勝
山
）　
　

安
田
祐
二（
美
甘
）

小
野
田
好
登（
美
甘
）　

吉
岡
幸
郎（
蒜
山
）

小
芦
康
生（
蒜
山
）

功
績
章

芦
田
有
正（
落
合
）　
　

中
島
秀
典（
勝
山
）

精
績
章

沼
田
泰
郎（
北
房
）　
　

上
原
敏
弘（
落
合
）

前
田
克
則（
久
世
）　
　

松
尾　

浩（
勝
山
）

小
野
田
好
登（
美
甘
）　

西
村　

茂（
湯
原
）

筒
井
一
行（
蒜
山
）

勤
続
章

上
原
敏
弘（
落
合
）　
　

田
口　

泉（
久
世
）

中
山
克
己（
久
世
）　
　

兼
田
勝
志（
久
世
）

樋
口
惠
作（
勝
山
）　
　

黒
田
習
仁（
勝
山
）

森
下
俊
晴（
勝
山
）　
　

樋
口
久
男（
美
甘
）

山
邊
尚
史（
湯
原
）　
　

美
甘
伸
一（
湯
原
）

山
谷
弘
道（
湯
原
）　
　

明
石
泰
弘（
湯
原
）

細
井
憲
昭（
湯
原
）　
　

伊
井
照
美（
湯
原
）

筒
井
一
行（
蒜
山
）　
　

石
井
完
治（
蒜
山
）

永
年
勤
続
功
労
賞

沼
田
泰
郎（
北
房
）　
　

上
原
敏
弘（
落
合
）

原
田
喜
生（
久
世
）　
　

西
村　

茂（
湯
原
）

優
良
消
防
団
員
章

山
本
利
明（
落
合
）　
　

田
中
智
行（
落
合
）

佐
々
木
剛（
勝
山
）　
　

樋
口
久
男（
美
甘
）

髙
丸
尚
二（
美
甘
）　
　

伴
野　

充（
湯
原
）

村
田　

清（
湯
原
）　
　

美
甘
一
郎（
湯
原
）

小
椋
一
郎（
蒜
山
）

功
労
章

柿
本　

剛（
北
房
）　
　

山　

員
章（
落
合
）

庄
司　

興（
久
世
）　
　

沼
田　

実（
勝
山
）

行
安
太
志（
美
甘
）　
　

横
辺
利
晴（
湯
原
）

牧
原
雅
幸（
蒜
山
）　
　

西
原
義
治（
消
防
本
部
）
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全28分団116部
全団員数　2677人（平成23年4月1日現在）

団長

三谷八郎

副団長

川上定男 小野田賢祐飛峪信介

消防団新幹部紹介
　１月１日付けで異動がありました。
方面隊長以上を紹介します。

4分団16部編成
（団員数：372人）
北房方面隊　山本美津夫

6分団24部編成
（団員数：610人）
落合方面隊　芦田有正

5分団19部編成
（団員数：400人）
久世方面隊　矢谷光生

3分団19部編成
（団員数：489人）
勝山方面隊　中島秀典

2分団8部編成
（団員数：140人）
美甘方面隊　澤本基兄

3分団12部編成
（団員数：212人）
湯原方面隊　藤元　敬

5分団18部編成
（団員数：450人）
蒜山方面隊　高見貴敬

北房方面隊

落合方面隊

久世方面隊

勝山方面隊

美甘方面隊

湯原方面隊

蒜山方面隊

真庭市
消防職団員表彰
　長年にわたり消防活動に尽力し、栄誉ある表彰を受

けられた方々を紹介します。※掲載は紙面都合により

岡山県消防協会長表彰功労章以上です。

（　）内は方面隊名・順不同・敬称・階級略

消
防
庁
長
官
表
彰

岡
山
県
知
事
表
彰

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰



13Maniwa

ず
最
初
に
、
月
田
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
前
会
長

の
前
田
栄
氏
か
ら
、
地
域
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
地
域
づ
く
り
の

手
法
は
多
種
多
様
で
、
地
域
ご
と

に
条
件
が
異
な
る
。条
件
に
マ
ッ

チ
し
た
活
動
か
ら
始
め
る
こ
と
が

大
切
。」
と
前
田
さ
ん
。
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
振
り
返
り
「
新
し
い

こ
と
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
難
し

い
。こ
れ
ま
で
に
地
域
で
行
わ
れ

て
い
た
身
近
な
も
の
か
ら
活
動
を

広
げ
て
き
た
。マ
ン
ネ
リ
化
（
固

定
化
）
す
る
こ
と
が
継
続
（
進
化
）

に
つ
な
が
り
、
マ
ン
ネ
リ
が
地
域

文
化
を
創
る
。」
な
ど
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
活
動
を
継
続
す
る
た
め

の
方
策
と
し
て
、
組
織
づ
く
り（
人

と
財
源
）
や
事
務
局
の
充
実
な
ど

を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
と
市
長
ら

に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
の

で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

地
域
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た

め
に
は
、
活
動
を
増
や
す
の
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
。ま
た
、

後
継
者
の
育
成
が
必
須
で
あ
り
、

若
者
を
組
織
に
取
り
込
む
工
夫
が

必
要
。

　
　

二
川
は
県
の
モ
デ
ル
地
域
に

指
定
さ
れ
、
最
初
に
集
落
機
能
再

編
・
強
化
事
業
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。田
舎
で
の
人
間
の
営
み
が

あ
る
地
域
で
子
ど
も
が
育
っ
て
お

り
、
地
域
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
同
様
に
、

地
域
を
挙
げ
て
活
動
を
継
続
し
て

ほ
し
い
。

　
　

ふ
る
さ
と
宅
配
便｢

ふ
た
か

わ
の
味｣

を
拡
大
・
産
業
化
し
て
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

を
整
理
し
、
新
し
い
補
助
制
度
を

設
け
る
の
で
、活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
　

休
校
後
の
上
田
小
学
校
を
有

効
利
用
し
た
い
（
地
域
自
主
組
織

の
事
務
局
、
施
設
内
で
の
教
育
・

文
化
・
芸
術
関
係
の
物
品
販
売
）

が
、
行
政
の
制
約
が
多
す
ぎ
て
活

用
し
に
く
い
。

　
　

休
校
中
は
行
政
財
産
で
あ

り
、
制
限
が
あ
る
こ
と
は
や
む
を

得
な
い
。し
か
し
、
地
域
の
拠
点

で
あ
り
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生

ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。地
域
と

行
政
が
同
じ
歩
調
で
、
同
じ
目
的

に
向
か
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

上
田
地
域
に
は
多
く
の
人
が

訪
れ
る
。案
内
板
の
追
加
設
置
も

必
要
。他
に
な
い
形
で
の
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
。

　
　

地
域
自
主
組
織
や
自
治
会
等

と
う
ま
く
連
携
し
て
ほ
し
い
。活

動
財
源
と
し
て
は
集
落
機
能
再

編
・
強
化
事
業
補
助
金
や
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金
を
活

用
し
て
ほ
し
い
。

　
　

醍
醐
桜
を
中
心
に
し
て
地
域

活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
。そ
の

た
め
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
醍
醐
桜
未

来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、

全
員
参
加
型
の
取
り
組
み
を
進

め
、地
域
雇
用
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　

醍
醐
桜
周
辺
に
給
水
施
設
と

観
光
ト
イ
レ
を
平
成
23
年
度
に
整

備
予
定
。今
年
度
は
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
を
実
施
し
た
。ま
た
、
市
が

「
市
民
活
動
支
援
プ
ラ
ザ
」
を
設

立
し
、
地
域
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

を
支
援
す
る
の
で
、
そ
れ
を
十
分

に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
　

富
原
で
は
農
林
業
の
振
興
や

住
民
交
流
な
ど
、
自
主
的
に
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
中
で
も
、

無
医
地
域
、
消
防
署
か
ら
の
遠
隔

地
域
で
あ
る
た
め
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
最

大
の
テ
ー
マ
に
活
動
を
進
め
て
い

る
。こ
の
点
は
市
の
強
い
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
要
望
を
お
聞
き

し
、
可
能
な
も
の
は
対
応
し
て
い

る
。大
き
な
課
題
で
あ
り
、
今
後

も
研
究
し
た
い
。

　
　

富
原
は
隅
々
ま
で
限
界
集

落
で
あ
る
。人
が
集
ま
ら
な
い
と

元
気
に
な
ら
な
い
の
で
、
地
域
住

民
へ
の
周
知
を
よ
り
進
め
た
い
。

「
人
」の
支
援
が
ほ
し
い
。

　
　

市
で
は
地
域
密
着
型
行
政
を

進
め
て
お
り
、
職
員
が
出
向
き
対

話
を
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　
　

市
か
ら
集
落
相
談
員
の
委
嘱

を
受
け
た
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動

を
行
う
べ
き
か
よ
く
解
ら
な
い
。

　
　

小
規
模
高
齢
化
集
落
の
多

い
地
域
を
お
か
や
ま
元
気
！
集
落

に
登
録
し
、
集
落
相
談
員
を
配
置

し
て
い
る
。集
落
の
点
検
と
話
し

合
い
が
一
番
の
役
割
と
考
え
て
お

り
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　
　

集
落
相
談
員
が
月
１
回
情
報

交
換
し
て
い
る
。さ
ま
ざ
ま
な
勉

強
が
必
要
と
考
え
る
の
で
、
市
か

ら
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

こ
れ
ま
で
２
回
の
研
修
会
に

ご
案
内
し
た
。来
年
度
以
降
も
研

修
会
を
開
催
し
た
い
。

答

問問

問問問

問問

問

問

答答

答

答

答

答 答答

ま

※紙面の都合により、発言内容の一部のみ掲載しています。

意見を交わす二川、上田、別所、富原地域の代表ら

おかやま元気！
集落の代表者らによる杜の公聴会

2011.2.2テーマ「中山間地域をもっと元気に！」
市役所勝山庁舎で開催された『おかやま元気！集落』４地域を対象にした
杜の公聴会では、地域代表者や集落相談員、前田月田コミュニティ協議会
前会長、井手市長、須田副市長の11 人が｢中山間地域をもっと元気に！｣
をテーマに、集落活性化の方策について意見交換しました。



　
　

市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い

て
、
利
用
料
金
に
差
が
あ
り
不
平

等
な
の
で
、
早
急
な
改
善
を
望
む
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
料

や
照
明
料
な
ど
は
、
施
設
に
よ
っ

て
設
置
目
的
な
ど
に
違
い
が
あ

り
、
３
つ
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
施
設
に
よ
っ
て
利
用
料

金
な
ど
が
違
う
こ
と
は
、
市
民
感

覚
か
ら
す
る
と
納
得
し
に
く
く
、

同
じ
く
ら
い
の
料
金
設
定
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
ご
意
見
は
よ

く
分
か
り
ま
す
の
で
、
今
後
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

こ
の
市
政
懇
談
会
は
、
合
併

前
の
９
カ
町
村
の
地
域
づ
く
り
委

員
会
代
表
を
集
め
て
、
前
も
っ
て

質
問
内
容
を
取
り
ま
と
め
短
い
時

間
で
開
催
し
て
い
る
。
歴
史
、
産

業
、
気
候
風
土
な
ど
が
異
な
っ
て

い
る
地
域
を
一
体
感
と
い
う
言
葉

で
ま
と
め
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

地
域
と
市
幹
部
職
員
が
フ
リ
ー
で

話
し
合
う
、
あ
る
い
は
南
・
中
・

北
部
の
ゾ
ー
ン
別
に
開
催
す
る
機

会
を
作
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市

政
の
振
興
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　
　

私
は
市
長
に
な
り
、
市
民
と

行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
市
政
の
中
心
に
置
い
て
き
ま
し

た
。
協
働
を
行
う
た
め
に
、
市
で

は
年
代
や
性
別
を
超
え
た
地
縁
に

よ
る
地
域
型
組
織
で
あ
る
「
地
域

自
主
組
織
」
の
活
動
支
援
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域
自

主
組
織
を
支
局
・
振
興
局
の
枠
で

ま
と
め
た
「
地
域
づ
く
り
委
員
会
」

で
地
域
課
題
と
情
報
の
共
有
を
行

い
、
課
題
解
決
を
目
指
し
て
い
く

場
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地

域
づ
く
り
委
員
会
の
代
表
者
と
市

長
と
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、

こ
の
「
市
政
懇
談
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
年
に
１
回

の
開
催
で
す
が
、
も
う
少
し
回
数

を
増
や
す
ご
意
見
や
、
ブ
ロ
ッ

ク
別
で
地
域
性
に
マ
ッ
チ
し
た
意

見
交
換
の
場
に
と
い
う
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
ブ
ロ
ッ
ク

ぐ
ら
い
で
、
副
市
長
、
部
長
な
ど

市
の
幹
部
職
員
と
地
域
の
方
々
が

フ
リ
ー
で
協
議
し
た
り
、
意
見
交

換
し
た
り
で
き
る
場
を
持
つ
よ
う

に
、
協
議
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
　

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
が
頻
繁
に

畑
に
出
没
し
、
農
作
物
を
荒
ら
す

た
め
、
農
家
で
あ
り
な
が
ら
も
野

菜
・
果
樹
な
ど
を
購
入
し
て
食
べ

て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
山
ぎ

わ
だ
け
で
な
く
、
住
宅
地
な
ど
で

も
被
害
が
出
て
い
る
の
で
、
捕
獲

機
の
購
入
補
助
な
ど
の
対
策
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　

有
害
鳥
獣
被
害
の
対
策
で
す

が
、
防
護
柵
資
材
費
の
２
分
の
１

以
内
（
要
件
に
よ
り
県
か
ら
の
助

成
も
受
け
ら
れ
ま
す
）、
捕
獲
柵

購
入
費
の
３
分
の
２
以
内
の
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
駆
除
の
補
助

は
、
イ
ノ
シ
シ
１
頭
１
万
円
、
サ

ル
が
２
万
円
。
狩
猟
免
許
所
有
者

が
増
え
る
よ
う
に
、
傷
害
保
険

の
加
入
、
狩
猟
登
録
に
か
か
る

狩
猟
税
、
手
数
料
、
帽
子
や
ベ
ス

ト
な
ど
の
必
要
経
費
な
ど
に
つ
い

て
、
２
分
の
１
を
上
限
に
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業

で
は
、
公
民
館
な
ど
の
光
熱
費
や
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２月１６日
久世庁舎

地
域
と
市
幹
部
職
員
と
の

意
見
交
換
の
場
を

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

利
用
料
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
に
よ
る

農
作
物
へ
の
被
害
に
つ
い
て

「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

事
業
」に
つ
い
て

問　

総
務
部　

企
画
政
策
課   

℡
０
８
６
７
（
４２
）
１
１
６
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℻
０
８
６
７
（
４２
）
１
３
５
３

市
政

懇
談
会み

ん
な
で
築
く

ま
ち
づ
く
り

み
ん
な
で
築
く

ま
ち
づ
く
り

　

２
月
１６
日
、
平
成
２２
年
度
市
政
懇
談
会
が
市
役
所
久

世
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
と
行
政
の
連
携
・
協

働
に
よ
る
活
力
あ
る
開
か
れ
た
地
域
社
会
を
築
く
た

め
、
地
域
づ
く
り
委
員
会
の
代
表
者
と
市
長
と
の
意
見

交
換
を
行
う
も
の
で
、
地
域
の
課
題
や
要
望
、
提
案
な

ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問

問

問

問 答

答

答



外
灯
の
維
持
管
理
費
は
補
助
対
象

外
で
す
。
補
助
対
象
経
費
と
し
て

認
め
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
事

務
処
理
に
お
け
る
経
費
区
分
が

細
か
く
、
制
約
も
多
い
た
め
手
続

き
が
煩
雑
で
あ
る
。
毎
年
事
業
報

告
書
・
決
算
報
告
書
を
作
成
し
総

会
で
承
認
し
て
い
る
。
事
業
内
容

や
関
連
書
類
な
ど
十
分
な
資
料
は

整
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
活
用
し

て
簡
素
化
す
る
こ
と
を
考
え
て
ほ

し
い
。

　
　

公
民
館
な
ど
の
維
持
管
理

費
が
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
補
助
金

を
こ
れ
に
充
て
る
と
、
本
来
の
地

域
づ
く
り
活
動
事
業
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
対
象
外
に

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成

２３
年
度
か
ら
事
務
手
続
き
の
簡
素

化
、
使
途
の
拡
大
、
補
助
金
額
の

増
額
な
ど
大
幅
に
変
更
し
ま
す
。

た
だ
し
、
補
助
金
の
実
績
報
告
は

し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
非
常
に

使
い
便
利
が
良
く
な
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。

　
　

行
政
と
地
域
と
の
連
絡
を

密
に
す
る
方
法
と
し
て
地
域
自
主

組
織
に
地
区
担
当
の
職
員
を
配
置

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
親
し
く

相
談
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

地
区
担
当
の
職
員
を
配
置

す
る
こ
と
に
つ
い
て
で
す
が
、
職

員
は
地
区
の
事
だ
け
を
す
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
担
当
部
署
の

仕
事
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
で

本
当
に
、
業
務
が
機
能
的
に
な
る

の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
他
市
の
例
を
調
べ
ま
し
た

ら
、
一
応
は
や
っ
た
け
ど
、
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

真
庭
市
は
、
グ
ル
ー
プ
制
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
担
当
１
人
で
は
な
く
、グ
ル
ー

プ
み
ん
な
で
補
い
合
い
力
を
合
わ

せ
て
地
域
の
問
題
解
決
に
当
た
っ

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
私
は
地
域
密
着
型
の
行
政
の
推

進
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
件
に

関
し
て
は
、
明
快
な
答
え
が
で
き

ま
せ
ん
が
、
更
に
研
究
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
３
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
会
で
、

我
々
が
研
究
し
た
こ
と
を
申
し
上

げ
、
更
に
お
聞
き
す
る
場
を
設
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

赤
線
道
と
呼
ば
れ
る
生
活
道

が
あ
る
が
、
生
活
に
密
着
し
た
道

路
は
、
市
道
で
な
く
て
も
市
で
整

備
し
て
欲
し
い
。　
　

　
　

ご
提
案
の
よ
う
な
道
路
が
市

内
に
ど
の
程
度
あ
る
の
か
、
支
局

等
が
こ
の
道
路
は
大
切
だ
と
い
う

よ
う
な
こ
と
の
把
握
が
必
要
で
す

か
ら
、
調
査
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

高
齢
者
の
安
否
確
認
が
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
研
究
な
ど
市

の
対
策
の
進
捗
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
状
況
を
教
え
て
欲
し
い
。

　
　

高
齢
者
の
安
否
確
認
の
方
法

の
一
つ
と
し
て
市
で
は
、
緊
急
通

報
装
置
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
研
究
中
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

例
え
ば
家
の
中
数
カ
所
に
セ
ン

サ
ー
を
取
り
付
け
る
と
い
う
方
法

が
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
個

人
の
屋
敷
内
に
設
置
す
る
も
の
で

す
の
で
、
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
安
否
確
認
に
つ
い
て

で
す
が
、
昨
年
の
秋
か
ら
市
の
職

員
が
調
査
し
て
７５
歳
以
上
の
方
々

の
安
否
を
全
て
確
認
致
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
毎
年
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

安
否
確
認
と
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
買

い
物
弱
者
の
方
々
に
対
し
て
ど
う

い
う
対
策
を
打
て
ば
よ
い
か
と
い

う
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
発
足
さ

せ
、
対
策
を
検
討
す
る
事
に
し
て

い
ま
す
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
年
の
懇
談
会
で

要
望
・
意
見
が
出
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
を
総
括
し
た
対
応
状
況
が
分

か
る
よ
う
な
も
の
を
資
料
と
し
て

用
意
し
て
ほ
し
い
。

　
　

報
告
書
に
ま
と
め
、
幹
部

職
員
の
会
議
に
出
し
、
対
応
を
指

示
し
て
い
ま
す
が
、
事
前
に
委
員

の
皆
様
に
配
布
し
ま
す
。
次
に
ブ

ロ
ッ
ク
別
で
開
催
す
る
際
に
は
、

今
日
の
課
題
な
ど
の
対
応
状
況
を

ま
と
め
た
資
料
を
準
備
し
ま
す
。

　
　

市
全
体
が
広
い
の
で
、
一
体

感
の
醸
成
が
難
し
い
と
感
じ
る
。

そ
ん
な
中
で
何
か
一
つ
市
全
体
で

行
え
る
よ
う
な
行
事
が
考
え
ら
れ

な
い
か
。

　
　

旧
９
カ
町
村
を
つ
な
ぐ
駅
伝

や
、
各
地
域
の
祭
り
踊
り
を
発
表

す
る
文
化
祭
な
ど
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

●

　

市
で
は
こ
れ
ら
の
提
案
を
整
理

し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
方
向

性
を
示
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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地
区
担
当
職
員
制
度
の

導
入
を

赤
線
ク
ラ
ス
の
生
活
道
の

整
備
に
つ
い
て

高
齢
者
の
安
否
確
認
の
研
究
と

安
否
確
認
結
果
に
つ
い
て

　
　

意
見
・
要
望
の

対
応
状
況
に
つ
い
て

市
全
体
で
行
う

行
事
に
つ
い
て

み
ん
な
で
築
く

ま
ち
づ
く
り

問

問

問

問

答

答

答 答

答問答
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4 月 1日現在の職員総数868人

《問い合わせ先》　総務部総務課　職員グループ　℡０８６７‐４２‐１１５０　℻０８６７‐４２‐１３４１

平成２３年４月１日付けで人事異動を行いました。異動者多数のため、課長・総括参事級

以上を掲載します。表記は、▶新任課および職名（旧任課および職名）氏名の順です。退

職者は、▶旧任課および氏名。新規採用者は、▶新任課および氏名の順です。

退職者
33人 新規採用職員

22人

（市民生活部市民課長）横山泰

治【教育委員会】▶教育総務課

長（建設部都市住宅課総括参

事）新幸知典▶生涯学習課課長

（久世支局総務振興課長）谷口

誠一▶生涯学習課総括参事（久

世支局総務振興課総括参事）切

明友子【監査委員会】▶監査事

務局長（勝山支局総務振興課総

括参事）横山高史【病院事業】▶

湯原温泉病院看護部次長（同看

護部次長）片山裕子▶同事務次

長（同総括参事）藤井幸枝▶同

放射線科長（同放射線科長）和

田安弘▶同リハビリテーション科

長（同リハビリテーション科長）

渡辺郁子【保育園・幼稚園】▶落

合こども園白梅保育園長（河内

保育園長）山崎美紀子▶河内保

育園長（川東幼稚園長）池田敬

江▶旦土保育園長（中津井幼稚

園長）妹尾多美子▶勝山保育園

長（上水田幼稚園長）庄司悦子

▶月田保育園長（旦土保育園長）

樋口　都▶富原保育園長（月田

保育園長）池田里子▶八束保育

園長（同参事）石賀喜久美▶中津

井幼稚園長（北房中央保育園参

事）曽根晶子▶上水田幼稚園長

（富原保育園長）山本京子▶川

東幼稚園長（久見保育園参事）

中田百合子【消防本部】▶警防

課長兼消防署長（同総括参事）

締次　保▶警防課総括参事兼消

防署副署長（北房分署上級分署

長）宮本勝昭▶警防課総括参事

兼消防署副署長（総務課参事）

原　克之▶予防課長（同総括参

事）森岡久豊▶予防課総括参事

（警防課総括参事兼消防署副署

長）森木　茂【消防署】▶北房上

級分署長（湯原分署上級分署

長）八幡兼三▶湯原上級分署長

（美新分署上級分署長）浅田光

明▶美新上級分署長（通信指令

室長）西原義治

▶総務部長　丸山　豊▶市民生

活部長　岸　寛▶産業観光部長

　梶岡知幸▶建設部長　大植昭

一▶落合支局長　妹尾隆志▶勝

山支局長　中芝通雄▶美甘支局

長　西尾元志▶湯原支局長　濱

子尊行▶湯原温泉病院長　川上

俊爾▶議会事務局長　長尾哲郎

▶建設部維持管理課長　押目久

志▶健康福祉部ささぶき苑課長

　池田寛治▶健康福祉部福祉課

長　伊井英子▶蒜山振興局市民

福祉課長　西尾節男▶美甘支局

総務振興課長　西原基之▶消防

本部警防課長兼消防署長　赤木

重久▶消防本部予防課長　曲　

美樹▶教育委員会生涯学習課長

　内山惠美子▶農業委員会事務

局長　池田和道▶勝山保育園長

　松浦志おり▶落合こども園落

合幼稚園長　宮田裕子▶八束保

育園長　真壁すま子▶湯原支局

総務振興課総括参事　池田　実

▶蒜山振興局市民福祉課参事　

藤井英子▶湯原支局市民福祉課

参事　足利百合子▶健康福祉部

子育て健康推進課参事　植木静

香▶湯原温泉病院上級副看護師

長　三牧真弓▶湯原温泉病院検

査科長　三船まさ江▶総務部秘

書広報課運転主査　樋口英治▶

湯原中学校校務主査　山﨑勝美

▶河内小学校校務主任　山下里

子▶勝山保育園上級保育士　今

若素子▶ささぶき苑上級寮務主

事　馬場まゆみ

▶産業観光部農林振興課主事　

神谷　環▶市民環境部税務課主

事　中山拓磨▶建設部建設課上

級技師　稲岡　毅▶健康福祉部

高齢者支援課社会福祉士　坂本

道洋▶北房中央保育園保育士　

鈴木真奈美▶木山保育園保育士

　前田幸恵▶久世保育園上級保

育士　川西明子▶ささぶき苑寮

務補　八木小百合▶消防本部総

務課主事　頭山翔一▶同主事補

　大原拓也▶病院事業管理者兼

湯原温泉病院院長　野村修一▶

同上級看護師　村山綾子▶同上

級看護師　山口直美▶同上級臨

床検査技師　中山広美▶同上級

作業療法士　狩谷潤志▶同上級

看護師　清水真由美▶同上級看

護師　濱子里美▶同上級看護師

　妹尾和子▶同医事補　大森和

美▶同看護補助　瀬島聖子▶同

看護補助　長綱福美▶同調理補

　池田優子
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人事異動人事異動 平成２３年
４月１日付
市 職 員
人事異動

異動する職員587人（内、部長級23人、課長・総括参事級84人）

特別職
１人

部長級
14人

課長・総括参事級
70人

【病院事業部】病院事業管理者

兼院長　野村修一

▶総務部長（企画財政部長）原

田重隆▶市民環境部長（行政改

革審議監）迫田　淳▶産業観光

部長（久世支局長）山崎藤郷▶

建設部長（上下水道部長）山本

正美▶北房支局長兼市民福祉課

長（総務部総務課長）山口博重

▶落合支局長兼市民福祉課長

（上下水道部下水道課長）曽根

秀男▶勝山支局長兼市民福祉課

長（企画財政部企画政策課長）

大美康雄▶美甘支局長兼市民福

祉課長（企画財政部情報推進課

長）布野謙二▶湯原支局長兼市

民福祉課長（建設部都市住宅課

長）中尾昌高▶議会事務局長

（北房支局長）志田浩一▶湯原

温泉病院副院長（同院長代理）

岡　孝一▶湯原温泉病院副院長

（同看護部長）植田裕惠▶湯原

温泉病院事務部長（同事務長）

森脇弘行▶湯原温泉病院技術部

長（同総括参事）神谷美津恵

【行政改革推進室】▶行政改革

推進室上級室長（監査事務局事

務局長）片岡　清【総務部】▶総

務課長（建設部建設課長）庄司

史郎▶総務課危機管理室長（同

総括参事）須田昌宏▶財政課長

（企画財政部財政課長）長家　

輝▶財政課総括参事（企画財政

部財政課総括参事）秋田繁彦▶

企画政策課長（教育委員会教育

総務課長）吉田　昇▶管財課長

（落合支局総務振興課長）枡谷

和明【市民環境部】▶市民課長

（北房支局総務振興課長）平　

義男▶市民課総括参事（行政改

革審議監室総括参事）池田知明

▶環境課長（市民生活部環境課

長）三村訓弘▶環境課総括参事

（市民生活部環境課総括参事）

的場敏惠▶税務課長（市民生活

部税務課長）山中和広▶税務課

総括参事（市民生活部税務課総

括参事）矢谷佳子▶税務課国土

調査室長（市民生活部税務課参

事）富永泰司▶徴税課長（市民

生活部税務課総括参事）清友義

治▶徴税課総括参事（市民生活

部徴税課参事）森田耕司▶真庭

北部クリーンセンター所長（市民

生活部真庭北部クリーンセンタ

ー所長）狹間　強▶クリーンセン

ターまにわ所長（会計課総括参

事）篠山宏之▶旭水苑所長（市

民生活部旭水苑所長）高田和彦

【健康福祉部】▶福祉課長（議会

事務局総括参事）山根眞一▶健

康推進課長（同子育て健康推進

課長）辻本美由喜▶健康推進課

総括参事（同子育て健康推進課

総括参事）大熊江美子▶健康推

進課総括参事（同子育て健康推

進課総括参事）池町陽子▶子育

て支援課長（市民生活部徴税課

長）平　和子▶子育て支援課総

括参事（同高齢者支援課総括参

事）正富昭夫▶ささぶき苑課長

（建設部建設課総括参事）池町

伸吾【産業観光部】▶農林振興

課総括参事（蒜山振興局津黒高

原荘総括参事）池端徹章▶農林

土木課長（市民生活部税務課総

括参事）谷岡昭雅▶バイオマス

政策課総括参事（同参事）長尾

卓洋【建設部】▶建設課長（産業

観光部農林土木課長）小松美行

▶建設課総括参事（同維持管理

課参事）古林昌守▶都市住宅課

長（市民生活部市民課総括参

事）川元信義▶水道課長（勝山

支局総務振興課長）松尾龍人▶

下水道課長（総務部管財課長）

山本光一【会計課】▶会計課総

括参事（健康福祉部子育て健康

推進課総括参事）大垣宣雄【蒜

山振興局】▶地域振興室総括参

事（同総務振興課総括参事）小

野七未▶総務振興課総括参事

（同地域振興室総括参事）長見

直人▶市民福祉課長（市民生活

部クリーンセンターまにわ所長）

津田正夫【北房支局】▶総務振

興課長（産業観光部農林振興課

総括参事）辻本　徹【落合支

局】▶総務振興課長（同総括参

事）桑田常男▶総務振興課総括

参事（同参事）太田　明【勝山支

局】▶総務振興課長（上下水道

部水道課長）古南洋一▶総務振

興課総括参事（同参事）河内勝

彦【美甘支局】▶総務振興課長



　

市
で
は
、
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
、
栽
培
技
術
を
習
得
し
た
い
と
い
う

中
高
年
の
人
を
対
象
に
し
た
平
成
２３
年

度
「
真
庭
い
き
い
き
帰
農
塾
」
を
開
講

し
ま
す
。
農
業
に
興
味
の
あ
る
人
、
ま

た
、
新
た
な
品
目
栽
培
を
考
え
て
い
る

人
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
講
講
座
（
２
コ
ー
ス
）

・
果
樹
コ
ー
ス
（
ピ
オ
ー
ネ
）

・
野
菜
コ
ー
ス
（
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
）

■
募
集
人
数　

各
コ
ー
ス
１５
名

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
農
業
経
営

に
興
味
の
あ
る
人

■
講
師　

真
庭
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ

ー
職
員
お
よ
び
管
内
農
協
職
員

■
参
加
登
録
料　

千
円（
資
料
代
含
む
）

■
応
募
方
法　

農
林
振
興
課
、
振
興
局

ま
た
は
各
支
局
窓
口
に
申
込
用
紙
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
明
記

し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

４
月
１９
日
㈫

※

募
集
人
員
に
達
し
た
時
点
で
、
募
集

を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
説
明
会　

４
月
１８
日
㈪
午
後
２
時
〜

久
世
公
民
館
３
階
大
会
議
室

■
そ
の
他　

農
業
簿
記
の
講
座
を
別
途

開
催
し
ま
す
（
日
程
は
未
定
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
観
光
部
農
林
振
興
課　

井
尻

℡
０
８
６
７（
４２
）１
０
３
１

℻
０
８
６
７（
４２
）３
９
０
７

　年金〈老齢（退職）年金、障害年金、遺族年
金〉の受け取りの際、受給額から保険料があらか
じめ差し引かれます。今年の保険料は、６月に決
定（本算定）しますが、４・６・８月は昨年度の
保険料を元に計算（仮算定）した保険料を納め､
１０・１２・２月は、決定した保険料額からすでに
納めている仮徴収分を除いた額を納めます。

　特別徴収の開始時期は、介護保険の被保険者と
なる時期によって次のとおりとなります。それま
での間は、普通徴収で納めます。

　普通徴収の納期は、６月～翌年３月まで（１０回）
で納付書または口座振替で納付します。本算定後
の６月中旬に納入通知書と納付書が届きます。

仮徴収 本徴収

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

前年度 2月支払額と同額 （本算定額ー仮徴収額）÷３回

果樹 4/27㈬ 4/27㈬ 5/27㈮ 6/1㈬ 6/3㈮ 6/13㈪ 6/24㈮ 7/7㈭ 9/6㈫ 9/29㈭

講座

開講式

農作業の安全について

農業生産について

簿記記帳について

開講式

農作業の安全について

農業生産について

簿記記帳について

ピオーネの

栽培管理

ピオーネの

栽培管理

農薬の安全
使用
主要品目で
儲ける経営

農薬の安全
使用
主要品目で
儲ける経営

ピオーネの

栽培管理

ピオーネの

収穫・出荷

直売施設

エコファーマー制度

認定農業者制度

閉講式

直売施設

エコファーマー制度

認定農業者制度

閉講式

実習 4/27（水）13:30～
講座・実習

芽かき
新梢・

花穂管理
房づくり 摘房 袋かけ 収穫

ナスの定植
ナスの

栽培管理

ナスの

整枝・剪定
キュウリの栽培管理 ナスの収穫

ナスの管理

整枝・誘引

ナスの管理

整枝・切戻し
キュウリの栽培管理

ナスの収穫･

箱詰め･出荷

年間スケジュール（予定）　※　　　の日は、果樹・野菜コース合同開催

花穂整形
ホルモン処理

野菜 4/27㈬ 5/12㈭ 6/1㈬ 6/17㈮ 7/8㈮

ナスの出荷

ナスの管理・整枝

切戻し･収穫･出荷

7/29㈮ 8/5㈮ 8/26㈮ 9/16㈮ 9/29㈭

講座

実習

お知らせワイド

INFORMATION  &  NEWS
真庭いきいき帰農塾 平成23年度の受講生募集

　４月から平成２３年度介護保険料の特別徴収の「仮徴収」が始まります。対象は、これまで特別徴収

だった人と、新たに対象となる平成２２年４月２日～１０月１日までに被保険者となった人です。

○年金から差し引かれる特別徴収 ○特別徴収の開始時期

○特別徴収にならない人は普通徴収となります。

新たに農業を始めたい、栽培技術を習得したい人

農業を基礎から学べます

特別徴収「仮徴収」が始まります

お知らせワイド

INFORMATION  &  NEWS 介護保険制度 介護保険料の納め方
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問　産業観光部農林振興課　井尻　  ℡０８６７‐４２‐１０３１　℻０８６７‐４２‐３９０７

問　健康福祉部高齢者支援課　赤松　℡０８６７‐４２‐１０７４　℻０８６７‐４２‐１３９０

４月開始 前年の４月２日から１０月１日の被保険者資格取得者

６月開始 前年の１０月２日から１２月１日の被保険者資格取得者

８月開始 前年の１２月２日から今年の２月１日の被保険者資格取得者

１０月開始 今年の２月２日から４月１日の被保険者資格取得者



　真庭市産業サポートセンターでは、 ４月５日㈫～２８日㈭までの期間、支援事

業を実施する企業・団体を募集します。

①事業の目的

　市内の企業または団体等が取り組む、地域経済活性化に資する事業で、将来に渡って展開され実施

効果の認められる事業について支援を行い、産業の振興を図る。

②支援対象者

・真庭市内の企業または団体　　・真庭市内の個人商店および農林業者　など

③支援事業内容

　真庭市産業サポートセンター各相談窓口、市役所各支局に募集チラシ、申請書類等を準備していま

す。また、同センターホームページからもダウンロードすることができます。

　事業の詳細につきましては、事務局までお問い合わせください。なお、事業に応募される場合は事

前にご相談ください。
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問　真庭市産業サポートセンター事務局（バイオマス政策課内）℡０８６７‐４２‐５０２２　℻０８６７‐４２‐１０３７

問　産業観光部商工観光課　牧　℡０８６７‐４２‐１０３３　℻０８６７‐４２‐１０３７

お知らせワイド

INFORMATION  &  NEWS 産業サポートセンター支援事業 募集期間は４月５日～２８日まで

新商品開発、新技術開発、新規参入など

あなたのチャレンジを支援

市内の商工業者を支援します

お知らせワイド

INFORMATION  &  NEWS 起業から経営まで支援商工業各種補助金

【真庭市中小企業等緊急雇用安定対策補助金】

　国の雇用調整助成金または中小企業緊急雇用

安定助成金の交付決定を受けた事業者に対し、

国の助成額算定書に記載されている基準賃金額

に月間延日数を乗じて得た額に 100 分の５を

乗じて得た額を補助します。

【個店の魅力アップ推進事業補助金】

　新築、移築、増築、改築により、店舗の魅力

づくりを図ったり、空き店舗の活用に必要な経

費に対し補助金を交付します。

　真庭市では、市内事業者の皆様へ向けて「真庭市中小企業等緊急雇用安定対策補助金」「個店の魅

力アップ推進事業補助金」「住宅リフォーム補助金」、起業を目指す人へ向けて「起業支援事業補助金」

制度を設け、経営を支援します。

【住宅リフォーム補助金】

　市内中小企業者を支援するため、市内の施工

業者による住宅の改築や改修を行う方に対して

補助金を交付します。

【起業支援事業補助金】

　産業の振興及び活性化を目的として、独創性

および発展性をもって起業する方に補助金を交

付します。

　※事業の詳細につきましては、産業観光部商

工観光課までお問い合わせください。

事業名 支援事業の内容 支援率 支援限度額

産業連携支援事業

２社以上の事業所が連携した下記事業
　①新製品の開発等に関する事業
　②地産池消の拡大等に関する事業
　③農林産品の二次加工・付加価値の拡大等に関する事業
　④異業種分野への新規参入事業

1/2
以内

100万円
バイオリファイナリー研究開発事業

バイオマス資源を利用し、将来的に事業化や量産化が見込める技術や製品の開発お
よびその販路開拓事業

新ビジネスモデル創出事業

事業所連携型事業
２社以上の事業所が連携し、新たなビジネスモデルの創出に向けての仕組みづくり
を行うための事業

地域連携型事業
２社以上の事業所と地域組織等営利を目的としない組織が連携し、新たなビジネス
モデルの創出及び地域等での課題解決のための仕組みづくりを行うための事業

2/3
以内



代表電話番号
（総務振興課・出張所）

真庭市の人口

総　数 ５０，７２８人

　男　 ２４，１８５人

　女　 ２６，５４３人

世帯数 １７，６５９世帯

（-５３）

（-２４）

（-２９）

（１２）
平成２３年３月１日現在

（　）は前月との比較

▲

勝山支局
　TEL ０８６７-４４-２６０７
　FAX ０８６７-４４-４５６９

▲

落合支局
　TEL ０８６７-５２-１１１１
　FAX ０８６７-５２-１９３９

▲

蒜山振興局
　TEL ０８６７-６６-２５１１
　FAX ０８６７-６６-４４０１

▲

北房支局
　TEL ０８６６-５２-２１１１
　FAX ０８６６-５２-４４９６

▲

美甘支局
　TEL ０８６７-５６-２６１１
　FAX ０８６７-５６-２０３３

▲

湯原支局
　TEL ０８６７-６２-２０１１
　FAX ０８６７-６２-２３８６

▲

中和出張所
　TEL ０８６７-６７-２１１１
　FAX ０８６７-６７-２２０５

▲

川上出張所
　TEL ０８６７-６６-３６１１
　FAX ０８６７-６６-４４０２

▲

真庭市消防本部
　TEL ０８６７-４２-１１９０
　FAX ０８６７-４２-１６７２

　

４
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
１４
日
㈭
・
２８
日
㈭

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

℡
０
８
６
８（
３１
）２
３
６
５

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡
０
８
６
７（
４２
）１
１
１
２

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

予
定
戸
数
は
先
着
１０
戸
、対
象
は
、

市
内
に
あ
る
民
間
住
宅
で
次
の
条

件
を
満
た
す
も
の
で
す
。　

【
条
件
】①
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
２
階
建
て
以
下

の
住
宅
②
木
造
在
来
軸
組
工
法
の

住
宅
そ
の
他
の
条
件
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
耐
震
診
断
費
用
】
１
戸
当
り
の

耐
震
診
断
費
用
４
万
２
千
円
の
う

ち
、
自
己
負
担
額
２
千
円
＋
補
助

額
４
万
円
（
構
造
な
ど
に
よ
り
戸

数
の
条
件
が
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
住
宅
課

℡
０
８
６
７（
４２
）７
７
８
１

　

市
で
は
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の

暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
家
族
関
係
、
子

育
て
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
相
談

窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
家
庭
内

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
、
ひ
と

り
で
抱
え
込
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
何
か
解
決
の
糸
口

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
相
談
窓
口
開
設
日　

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日

■
時
間　

午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
ま
で

■
場
所　

久
世
公
民
館
３
階　

相
談
室

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡
０
８
６
７（
４２
）１
１
１
２

　

勝
山
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
は
、
も

み
殻
と
カ
ン
ナ
く
ず
、
紙
く
ず
で

水
分
調
整
し
、
専
用
機
械
で
十
分

発
酵
さ
せ
た
完
熟
堆
肥
を
格
安
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
成
分
検
査
で

品
質
保
証
さ
れ
た
良
質
堆
肥
を
ぜ

ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

■
営
業
日　

①
毎
週
水
曜
日
の
午

前
９
時
〜
正
午
ま
で
②
毎
週
日
曜

日
の
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

■
価
格　

バ
ケ
ッ
ト
一
杯
（
約
２

０
０
㌔
）
千
円

■
場
所　

竹
原
牧
場（
正
吉
地
内
）

■
問
い
合
わ
せ
先

勝
山
支
局
総
務
振
興
課（
事
務
局
）

℡
０
８
６
７（
４４
）２
９
２
７
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第
２
・
４
木
曜
日
に
実
施

年
金
相
談（
要
予
約
）

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い

各
種
相
談
窓
口
の
ご
案
内

完
熟
堆
肥
を
販
売
し
て
い
ま
す

勝
山
堆
肥
セ
ン
タ
ー

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用

資源回収推進団体等報奨金

報奨金の金額が変わります

富尾子供会廃品回収活動の様子

　市では、再利用可能な資源の回収を行った市民団体などに対して、報奨金を交付し
ています。４月１日以後の回収分（平成２３年度分）より、報奨金の額が現在の回収
量１㌔４円から１㌔５円に変更になります。市では、新規団体登録の受け付けも随時
行っています。これから資源回収を始めようという団体はぜひ登録していただき、資
源再利用にご協力をお願いします。詳しくは、環境課までお問い合わせください。

問　環境課　大倉　℡０８６７‐４２‐１１１３

リサイクルプラザ

手芸
教室
素朴なあじわいのあふれた竹かご

を作りましょう。人数に限りがあ

ります。早めに申し込みください。

■日時　４月１４日㈭　

　　　　１３：００～１５：３０

■場所　リサイクルプラザまにわ

　　（クリーンセンターまにわ内）

■会費　１,０００円

■定員　１２名

■申込締切　４月８日㈮

■申し込み・問い合わせ先　

　リサイクルプラザまにわ

　℡０８６７‐４２‐１１６１

４円 ５５円→

回収量１㌔

結
果入札

（伝統工芸　竹細工）



今月の掲載は､2月1､3､4､8､18､21､22日入札実施分。

※23ページに続く。
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出
展
企
業
を
募
集
し
ま
す

し
ん
き
ん
合
同
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
基
礎
課
程

開
催
の
お
知
ら
せ

　

真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
第
７
回
し
ん
き
ん

合
同
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」
に
出
展

す
る
企
業
を
募
集
し
ま
す
。こ
れ

は
、
市
内
の
企
業
に
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
場
を
提
供
し
、

市
外
企
業
と
の
新
た
な
商
取
引

や
販
路
拡
大
な
ど
を
促
進
す
る

ほ
か
、
企
業
間
連
携
と
地
域
産
業

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
展
料
の

一
部
を
支
援
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
14
日
㈬　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所　

コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山

■
申
込
期
限　

４
月
22
日
㈮　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
務
局
・
西
本
（
℡
０
８
６

７
（
42
）
５
０
２
２
）
ま
た
は
市
内

の
津
山
信
用
金
庫
各
支
店
お
よ

び
備
北
信
用
金
庫
北
房
支
店

　

今
あ
る
手
話
技
術
を
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
、
聞
こ
え
な
い
人
た

ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
場
所　

久
世
公
民
館
大
会
議
室

■
対
象
者　

手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
入
門
課
程
を
修
了
さ
れ
た
人

お
よ
び
同
等
レ
ベ
ル
の
手
話
技

術
を
習
得
さ
れ
て
い
る
人

■
定
員　

２５
人
程
度

■
受
講
料　

２
千
円（
テ
キ
ス
ト
、

資
料
代
）※

初
回
時
に
集
金

■
申
込
期
限　

４
月
２０
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

福
祉
課　

中
島

℡
０
８
６
７（
４２
）１
５
８
１

 

℻
０
８
６
７（
４２
）１
３
６
９

　

川
餓
鬼
、
山
餓
鬼
が
戯
れ
る
故

郷
、
森
と
水
の
再
生
を
願
っ
て
、

「
蒜
山
に
ブ
ナ
を
植
え
る
会
」
主
催

で
ブ
ナ
の
植
樹
祭
を
開
催
し
ま

す
。ぜ
ひ
、参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
２４
日
㈰　

午
前
１０

時
〜（
雨
天
決
行
）

■
場
所　

蒜
山
塩
釜
冷
泉
の
水
源

地
付
近

■
集
合
場
所　

蒜
山
塩
釜
ロ
ッ
ジ

駐
車
場

■
参
加
費　

無
料

※

植
樹
に
係
る
下
ご
し
ら
え
や

使
用
す
る
用
具
は
主
催
者
が
準

備
し
ま
す
の
で
、
作
業
が
し
や
す

い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

虫
刺
さ
れ
や
防
寒
衣
、
雨
具
な
ど

は
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

会
長

浅
原
孝

℡
０
８
６
７（
６６
）２
１
７
５

５

管財課 ℡０８６７-４2-１１７４

●予定価格２５０万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

●平成23年2月1日
・勝山ポンテホール等照明設備改修工事
 （勝山支局総務振興課）
　㈲ヤマト電気工事･･･38,500,000円
●平成23年2月3日
・勝山ポンテホール等音響設備改修工事
 （勝山支局総務振興課）
　ヤマハサウンドシステム㈱･･･39,900,000円 
●平成23年2月4日
・市道紙屋中央線舗装新設工事（建設課）
　㈲真庭舗装･･･4,800,000円 
・農道三本松上方線舗装新設工事（農林土木課）
　㈱三壽工業所･･･4,350,000円
・社樋口農地災害復旧工事（農林土木課）
　㈲横辺工務店･･･4,750,000円  
・赤野水路改修工事（農林土木課）
　㈲古山建設･･･2,538,000円  
・開田地区林地災害防止工事（農林土木課）
　㈱金平工務店･･･10,400,000円  
・ウッドパオ屋根修繕工事
 （蒜山振興局総務振興課）
　㈲小椋工務店･･･3,350,000円  
・落合庁舎表玄関庇補強改修工事
 （落合支局総務振興課）   
　㈱酒井工務店･･･3,380,000円  
・普通河川常隆院川護岸復旧工事
 （湯原支局総務振興課）   
　㈱ウエモト組･･･3,600,000円  
・中津井小学校プール改修工事（教育総務課）
　志田工業㈱･･･7,760,000円  
・水田小学校プール改修工事（教育総務課）
　志田工業㈱･･･7,370,000円  
・旧国民宿舎桃李荘擁壁工事
 （湯原支局総務振興課）
　㈱大和建設･･･2,870,000円

結
果
結
果入札入札

問　真庭市観光サポーターズ倶楽部事務局（㈳真庭観光連盟）　℡０８６７‐４４‐４１１１　℻０８６７‐４４‐３００２

真庭市観光サポーターズ倶楽部

サポーター会員募集

■募集対象　真庭市出身者および縁のある人。

　※首都圏在住で真庭市出身者や真庭が好き・真庭を応

　　援しようという人をご紹介ください。

■活動内容　商工観光振興を目的として行う販路拡大、

　ＰＲイベントの支援、アンケートなどへの協力など

■会費　無料

平成23年度は首都圏在住の人を中心に募集します。

一
緒
に
植
え
ま
し
ょ
う

ブ
ナ
の
植
樹
祭



　

県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
公
共
職
業
訓
練
３
カ
月
コ
ー

ス
の
受
講
生
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
科
名　

経
営
ビ
ジ
ネ
ス
科

■
定
員　

２０
名
（
求
職
中
の
人
）

■
募
集
期
間

４
月
８
日
㈮
〜
５
月
１３
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み
先　

公
共
職
業
安
定
所

■
問
い
合
わ
せ
先

県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

℡
０
８
６
８（
２６
）１
１
２
５

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
就
職
さ
れ
、
社
会
保
険
な

ど
に
変
更
に
な
る
場
合
、
国
民
健

康
保
険
の
喪
失
届
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
届
け
出
は
、
新
た
な
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
た
日
か
ら
原
則

１４
日
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。
届

け
出
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
早

め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。※

資
格
喪
失
後
、
新
し
い
健

康
保
険
証
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
の

間
は
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
万
が
一
、
医
療
機
関

で
受
診
し
た
場
合
に
は
、
国
民
健

康
保
険
か
ら
給
付
し
た
金
額
を
返

還
し
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
資
格
喪
失
の
手
続
き
に
必
要
な

も
の

①
国
民
健
康
保
険
証　

②
新
た
に

加
入
さ
れ
た
保
険
証　

③
年
金
手

帳　

④
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

黒
田

℡
０
８
６
７（
４２
）１
１
１
２

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び
事

前
講
習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。
受
験
願
書
は
真
庭
市
消
防

本
部
及
び
各
分
署
に
用
意
し
て
い

ま
す
。

■
試
験
日　

６
月
１９
日
㈰

■
試
験
会
場　

岡
山
市　

倉
敷
市

津
山
市　

■
申
込
期
限　

４
月
１８
日
㈪
〜
２８
日
㈭　

【
事
前
講
習
会
】　

■
日
時　

５
月
２２
日
㈰　

午
前
９

時
〜
午
後
４
時
３０
分

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド

■
申
込
期
限　

５
月
１５
日
㈰
ま
で

に
消
防
本
部
お
よ
び
各
分
署
で
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課　

市

℡
０
８
６
７（
４２
）１
１
９
０

　

岡
山
県
警
察
・
岡
山
県
交
通
安

全
協
会
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
無

事
故
・
無
違
反
で
、
安
全
運
転
に

努
め
ら
れ
て
い
る
運
転
者
の
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。
表
彰
を
希
望

す
る
人
は
、
真
庭
警
察
署
ま
た
は

市
役
所
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
る

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
「
無
事

故
・
無
違
反
証
明
書
」
を
添
付
し

て
、
真
庭
警
察
署
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
表
彰
の
種
別　

①
業
務
優
良
運

転
者　

主
に
仕
事
で
自
動
車
を
運

転
し
て
い
る
人
（
５
年
・
１０
年
・

１５
年
以
上
）
②
一
般
優
良
運
転
者

　

仕
事
以
外
で
日
常
的
に
自
動
車

を
運
転
し
て
い
る
人
（
１０
年
・
２０

年
以
上
）

■
申
告
の
要
件　

①
県
内
に
住
ん

で
い
る
。
②
運
転
経
歴
の
年
数
が

表
彰
種
別
の
年
数
を
満
た
し
て
い

る
。
③
表
彰
種
別
の
期
間
が
無
事

故
・
無
違
反
で
あ
る
。
④
業
務
優

良
運
転
者
１０
年
お
よ
び
１５
年
以
上

の
表
彰
は
５
年
以
上
の
表
彰
を
、

一
般
優
良
運
転
者
２０
年
以
上
の
表

彰
は
１０
年
以
上
の
表
彰
を
そ
れ
ぞ

れ
受
け
て
い
る
。

■
申
込
期
限　

４
月
２８
日
㈭
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
警
察
署

交
通
課　

℡
０
８
６
７（
４４
）６
１
１
０

休日急患担当医
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３日
・近藤病院・勝山
　０８６７‐４４‐２６７１
・イケヤ医院（内）・久世
　０８６７‐４２‐０１２２
・牧原医院（外）・北房
　０８６６‐５２‐２４６９
１０日
・湯原温泉病院・湯原
　０８６７‐６２‐２２２１
・金田病院・落合
　０８６７‐５２‐１１９１
１７日
・勝山病院・勝山
　０８６７‐４４‐３１６１
・岸本医院（外）・久世
　０８６７‐４２‐０４９５
・廣恵医院・北房
　０８６６‐５２‐５０２０
２４日
・金田病院・落合
　０８６７‐５２‐１１９１
・中井医院（内）・勝山
　０８６７‐４４‐４８４８
２９日
・河本病院・落合
　０８６７‐５５‐２１２１
・米田医院（内）・勝山
　０８６７‐４４‐２１３２

―５月―
１日
・落合病院（内）・落合
　０８６７‐５２‐１１３３
・湯原温泉病院（外）･湯原
　０８６７‐６２‐２２２１
・高田医院（外）・落合
　０８６７‐５２‐２２３３
３日
・中山病院・久世
　０８６７‐４２‐０３７１
・松坂医院（内）・久世
　０８６７‐４２‐３３００
・吉弘クリニック（内）･北房
　０８６６‐５２‐２７０４
４日
・河本病院・落合
　０８６７‐５５‐２１２１
・片岡医院（内）・湯原
　０８６７‐６２‐３４００
５日
・落合病院（内）・落合
　０８６７‐５２‐１１３３
・金田病院（外）・落合
　０８６７‐５２‐１１９１
・宮島医院（内）・勝山
　０８６７‐４４‐２４０３

３日
・近藤病院・勝山
　０８６７‐４４‐２６７１
・イケヤ医院（内）・久世
　０８６７‐４２‐０１２２
・牧原医院（外）・北房
　０８６６‐５２‐２４６９
１０日
・湯原温泉病院・湯原
　０８６７‐６２‐２２２１
・金田病院・落合
　０８６７‐５２‐１１９１
１７日
・勝山病院・勝山
　０８６７‐４４‐３１６１
・岸本医院（外）・久世
　０８６７‐４２‐０４９５
・廣恵医院・北房
　０８６６‐５２‐５０２０
２４日
・金田病院・落合
　０８６７‐５２‐１１９１
・中井医院（内）・勝山
　０８６７‐４４‐４８４８
２９日
・河本病院・落合
　０８６７‐５５‐２１２１
・米田医院（内）・勝山
　０８６７‐４４‐２１３２

―５月―
１日
・落合病院（内）・落合
　０８６７‐５２‐１１３３
・湯原温泉病院（外）･湯原
　０８６７‐６２‐２２２１
・高田医院（外）・落合
　０８６７‐５２‐２２３３
３日
・中山病院・久世
　０８６７‐４２‐０３７１
・松坂医院（内）・久世
　０８６７‐４２‐３３００
・吉弘クリニック（内）･北房
　０８６６‐５２‐２７０４
４日
・河本病院・落合
　０８６７‐５５‐２１２１
・片岡医院（内）・湯原
　０８６７‐６２‐３４００
５日
・落合病院（内）・落合
　０８６７‐５２‐１１３３
・金田病院（外）・落合
　０８６７‐５２‐１１９１
・宮島医院（内）・勝山
　０８６７‐４４‐２４０３

結
果 受

講
生
を
募
集
し
ま
す

県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

手
続
き
は
お
早
め
に

国
民
健
康
保
険
喪
失
届

事
前
講
習
会
を
実
施
し
ま
す

危
険
物
取
扱
者
試
験

表
彰
さ
れ
ま
す

優
良
自
動
車
運
転
者

入札

■募集期間　

　４月１４日㈭　午後５時まで

■入居可能日　５月中旬（予定）

応募のなかった市営住宅を随時募

集しています。詳しくは都市住宅

課か各支局住宅担当窓口に問い合

わせてください。市ホームページ

にも掲載しています。

問　都市住宅課　後安

　　℡０８６７‐４２‐７７８１

　　または各支局住宅担当窓口

入居者募集中
市営住宅の入居者を募集します。

【美甘地区】

旭住宅 ３DK 1 戸（S61年建築）
【蒜山地区】　

緑が丘住宅 ３DK 1 戸（H4年建築）
常藤住宅 ３LDK 1 戸（H13年建築）



　

消
費
者
被
害
な
ん
で
も
相
談
会

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
消
費
者
ネ
ッ
ト
お
か
や

ま
主
催
）が
行
わ
れ
ま
す
。不
当
な

勧
誘
、
貸
衣
装
・
賃
貸
な
ど
の
契

約
、多
重
債
務
、建
物
・
設
計
問
題

な
ど
の
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
で
困

っ
て
い
る
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。相
談
は
無
料
で
、事
前
予
約
不

要
で
す
。電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。

■
日
時　

４
月
２３
日
㈯　

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
研
修
室（
岡
山
市
北
区
南
方

２
丁
目
１３―

１
）

■
相
談
員　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
消
費
者
ネ
ッ

ト
お
か
や
ま
会
員
の
弁
護
士
、
司

法
書
士
、建
築
士
な
ど

■
電
話
相
談
番
号（
当
日
の
み
）

℡
０
８
６（
８
０
１
）５
１
６
１

■
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
消
費
者
ネ
ッ
ト
お
か
や
ま

℡
０
８
６（
２
２
１
）４
３
０
２

【
農
林
漁
業
団
体
等
組
織
活
動
促

進
事
業
費
補
助
金
】

　

農
林
漁
業
者
の
意
欲
向
上
と
農

林
漁
業
の
発
展
を
図
る
た
め
、
次

の
活
動
を
行
う
農
林
漁
業
団
体
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
団
体　

市
内
に
住
所
を
有

す
る
農
林
漁
業
者
３
戸
以
上
が
参

加
す
る
規
約
の
定
め
の
あ
る
団
体

■
対
象
事
業　

①
販
路
拡
大
②
地

産
地
消
③
食
の
安
全
④
有
機
農
業

⑤
交
流
体
験
⑥
栽
培
技
術
の
向
上

⑦
担
い
手
育
成
⑧
農
地
保
全
⑨
優

良
た
い
肥
利
用
⑩
そ
の
他
団
体
育

成
強
化

■
補
助
率　

対
象
活
動
経
費
の
２
分
の
１
以
内

■
募
集
期
限　

５
月
３１
日
㈫

※

た
い
肥
利
用
助
成
に
つ
い
て

は
、
平
成
２４
年
１
月
３１
日
㈫

■
提
出
書
類　

事
業
計
画
書
、
規

約
な
ど

【
農
林
漁
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
費

補
助
金
】

　

農
林
漁
業
を
主
と
す
る
産
業
の

振
興
お
よ
び
活
性
化
を
図
る
た

め
、
新
た
な
取
組
に
挑
戦
す
る
農

林
漁
業
団
体
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

■
対
象
団
体　

市
内
に
住
所
を
有

す
る
農
林
漁
業
関
係
者
３
戸
以
上

が
参
加
す
る
規
約
の
定
め
の
あ
る

団
体

■
対
象
事
業　

新
技
術
・
新
品
種

導
入
、
販
路
開
拓
な
ど
の
新
た
な

取
り
組
み
（
３
年
継
続
可
）

■
補
助
率　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

補
助
金
上
限
額
３０
万
円
／
年　

■
募
集
期
限

（
前
期
）
５
月
３１
日
㈫
、

（
後
期
）
１０
月
３１
日
㈪

■
提
出
書
類　

事
業
計
画
書
、
規

約
な
ど

【
集
落
営
農
組
織
機
械
整
備
事
業

費
補
助
金
】

　

農
業
経
営
の
安
定
と
効
率
化
を

図
る
た
め
、
集
落
営
農
組
織
に
対

し
て
、
共
同
利
用
の
農
業
用
機
械

を
更
新
す
る
経
費
に
つ
い
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
団
体　

集
落
営
農
組
織

（
集
落
を
単
位
と
し
て
、
生
産
行

程
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て

共
同
で
取
り
組
む
組
織
）

■
対
象
事
業　

耐
用
年
数
を
経
過

し
た
農
業
用
機
械
の
更
新
で
３０
万

円
以
上
の
も
の

■
補
助
率　

対
象
経
費
の
６
分
の

１
以
内
、
補
助
金
上
限
額
８０
万
円

■
募
集
期
限　

予
算
の
範
囲
内
で
随
時
受
付　

※

原
則
応
募
順
に
採
択

■
提
出
書
類　

事
業
計
画
書
、
規

約
、
現
有
農
機
の
写
真
な
ど

※

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
農
林
振
興
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
振
興
課　

長
尾

℡
０
８
６
７（
４２
）１
０
３
１

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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管財課 ℡０８６７-４２-１１７４

●予定価格２５０万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

今月の掲載は､2月1､3､4､8､18､21､22日入札実施分。

結
果
結
果 相

談
に
応
じ
ま
す

消
費
者
被
害
な
ん
で
も
相
談
会

農
林
漁
業
の
振
興
の
た
め

補
助
事
業
制
度
の
お
知
ら
せ

入札入札
※21ページからの続き。

・市道日名久世線用地測量業務（建設課）
　三栄建設コンサルタント㈱･･･3,755,000円
・道路台帳整備業務（維持管理課）
　㈱ケーアイケーコンサルタント･･･2,858,000円  
●平成23年2月8日
・久世保健福祉会館外壁塗装修繕工事
 （久世支局市民福祉課）
　鳥越工業㈱･･･2,450,000円  
●平成23年2月18日
・普通河川弥谷川河川改修工事（建設課）
　上田建設㈱･･･3,232,000円  
・高瀬住宅内道路舗装工事（都市住宅課）
　㈱岡田組･･･3,400,000円  
・落合地区(15工区）浄化槽設置工事（下水道課）
　㈲警友建設･･･2,188,000円  
・県道若代神代線水道管支障移転工事（水道課）
　㈲カネサダ設備･･･3,750,000円 
・市道長政一本木線水道管支障移転工事
 （水道課）山本設備工業㈱･･･4,200,000円 
・市営三の丸住宅下水道接続工事（都市住宅課）
　㈲オオタ電業･･･3,600,000円  
・落合地区簡水中央監視装置設計業務（水道課）
　㈱アクアプランニング･･･2,300,000円  
●平成23年2月21日
・宮芝交通公園遊具更新及び野外活動センター遊
　具設置工事（久世支局総務振興課）
　㈱サトミ産業関西支社･･･2,400,000円  
●平成23年2月22日
・美甘地区飲供中央監視装置整備工事（水道課）
　山本設備工業㈱･･･1,300,000円  
・上水田住宅内道路舗装工事（都市住宅課）
　山本設備工業㈱･･･6,350,000円 



「

ス
タ
ー
ト
」

　

出
雲
街
道
に
興
味
を
持
っ
た
き

っ
か
け
は
、
月
田
の
加
藤
良
輔
さ

ん
が
書
い
た
小
論
文
を
読
ん
だ
こ

と
で
す
。
こ
の
ま
ま
ほ
う
っ
て
お

く
と
、
埋
も
れ
て
地
域
の
人
に
忘

れ
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で

は
い
け
な
い
と
思
い
、
友
人
３
人

で
石
碑
な
ど
関
連
す
る
も
の
の
写

真
を
撮
っ
て
回
り
、
そ
れ
を
落
と

し
込
ん
だ
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し

た
。
活
動
を
通
じ
て
、
美
作
市
の

「
出
雲
街
道
土
居
宿
を
後
世
に
残

す
会
」
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
３
月
２０
日
、
有
志
を
募

っ
て
「
出
雲
街
道
勝
山
宿
の
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
早
速
の
初

仕
事
で
、
２４
日
に
勝
山
を
歩
く
ツ

ア
ー
の
お
客
さ
ん
を
案
内
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
完
成
し
た
地
図
を

使
っ
て
街
道
の
普
及
を
し
た
り
、

バ
ス
ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
や
ウ
ォ

ー
ク
の
企
画
な
ど
か
ら
活
動
を
広

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動

し
ま
し
ょ
う
。

　

㈳
湯
原
観
光
協
会
で
は
、
環
境

負
荷
低
減
へ
の
姿
勢
を
い
ち
早
く

明
確
に
す
る
た
め
、
そ
の
具
体
策

と
し
て
、
湯
原
温
泉
の
市
営
駐
車

場
内
に
、
真
庭
市
内
の
観
光
施
設

で
は
初
と
な
る
「
電
気
自
動
車
用

充
電
ス
タ
ン
ド
」
を
２
基
設
置
し
、

３
月
１４
日
か
ら
供
用
開
始
と
な
り

ま
し
た
。
今
は
ま
だ
、
電
気
自
動

車
の
普
及
台
数
が
少
な
く
利
用
者

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
湯
原
温
泉
を

訪
れ
る
方
々
や
宿
泊
さ
れ
る
お
客

さ
ま
に
向
け
て
エ
コ
ロ
ジ
ー
へ
の

取
り
組
み
を
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
電
気

自
動
車
と
充
電
ス
タ
ン
ド
が
普
及

す
れ
ば
、
人
と
自
然
に
優
し
い
快

適
な
エ
コ
・
カ
ー
ラ
イ
フ
が
提
供

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

勝
山
宿
の
会
が
ス
タ
ー
ト

勝
山
宿
の
会
が
ス
タ
ー
ト

石
川
日
出
夫
さ
ん（
本
郷
）

電
気
ス
タ
ン
ド
供
用
開
始

電
気
ス
タ
ン
ド
供
用
開
始

小
河
原
靖
弘
さ
ん（
湯
原
温
泉
）

今
月
の
テ
ー
マ

《６月号読者の広場》

５月号では、

「春の写真」について
お便りを募集しています。
（４月１５日締め切り）

今被災して避難生活をし
ている人や支援している
人たちへのエールなど、
２００字程度でお寄せくだ
さい。

◎テーマは
「応援」です。

お便りは、３月号に同封
したはがきをご利用くだ
さい。川柳の締め切りは
４月２８日㈭です。

◎川柳の兼題は

「我慢」です。

設置された電気スタンド

出雲街道マップを見て予習する会員

読者の広場は
皆さんから寄
せられたハガ
キなどでつくる
ページです。

今月は、寄せ
られたお便り
55通の中から
チョイス
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▲ PN ポン太

▲ PN 中学生になる～▲ PN あやみ

４月の放送予定

放送日 内容 出演者名

4/6 旧遷喬尋常小学校学校給食の紹介と
久世トンネル桜の開花情報

なつかしの学校給食準備会
岡本康治さん

「平成22年度まにわフォトコンテスト展示会」と
「勝山のお雛まつり写真展」の紹介

観光回廊真庭誘客協議会
事務局　赤木直人さん

湯原菜の花プロジェクトの紹介 湯原菜の花プロジェクト実行委員会
副委員長　原田　始さん

ジャージー牛搾乳体験等の紹介と
ゴールデンウィークの蒜山観光ＰＲ

蒜山酪農農業協同組合
石倉健一さん

4/13

4/20

4/27

ラジオ番組

「飛び出せ！
　  真庭人」

毎週水曜日10:45から
RSKラジオ（1494Hz）で
絶賛放送中！

４月の放送予定



Happy 1st Birthday

　

３
月
１０
日
か
ら
５
日
間
、
マ
ル

イ
ア
ル
テ
ィ
店
で
「
記
憶
の
風
景

久
世
・
昭
和
の
写
真
展
」
を
開
き

ま
し
た
。
広
報
く
せ
が
撮
り
貯
め

て
い
た
昭
和
３０
〜
４０
年
頃
の
街
並

み
や
生
活
の
写
真
を
お
借
り
し
て

展
示
し
ま
し
た
。
期
間
中
に
は
多

く
の
方
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ

き
、
写
真
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
で

学
ん
だ
美
術
を
、
作
品
制
作
だ
け

で
な
く
多
く
の
人
の
生
活
に
身
近

な
形
で
生
か
し
た
い
と
思
い
写
真

展
を
企
画
し
ま
し
た
。
文
化
・
芸

術
面
か
ら
地
域
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
で
、
自
分
の
学
び
が
地
元
の
た

め
に
役
立
て
ば
幸
い
で
す
。
今
回

の
展
示
が
久
世
の
良
さ
を
見
直
し

て
も
ら
い
、
地
域
の
文
化
資
源
を

大
切
に
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
現
在
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
地
図
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
今
と
昔
の
久
世
を
写

真
で
比
較
で
き
る
サ
イ
ト
も
公
開

中
で
す
。
今
回
の
展
示
で
わ
か
っ

た
こ
と
を
元
に
、
よ
り
内
容
を
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
地

域
の
役
に
立
て
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

広
報
写
真
で
故
郷
を
懐
か
し
む

広
報
写
真
で
故
郷
を
懐
か
し
む

武
田
依
子
さ
ん
（
久
世
）写真を見て当時を懐かしむ来場者

 Photo Book

★対象★
発行月に１歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者の
お名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒719-3292 真庭市久世 2927-2
TEL0867-42-1163（FAX1341）
E-mail：hisho@city.maniwa.lg.jp
※〇応＝応募者

▲ PN 四季部

▲ PN えぬ▲ PN Let's see

こうもと いさき

河本 衣咲ちゃん
H22.４.１生まれ（栗原）
　 隆史さん（父）〇応

かねだ とうた

金田 登太くん
H22.４.３生まれ（旦土）
　 良子さん（母）〇応

いけだ り 　お

池田 莉桜ちゃん
H22.４.26生まれ（蒜山下徳山）
　 淳さん（父）〇応

上を目指して（中国大会や県大会など）
※入賞者多数のため、29㌻の続きを掲載します。研鑽に栄誉

■第２回西日本小学生スキー大会　１/１６　鳥取県　女子高学年大回転　優勝

　緒方沙耶（湯原温泉）

■第１５３回小・中学校書き初め展覧会　岡山県習字教育研究会賞　２/３　岡山

　市　池元　真（勝山）、 小林和奏（勝山）、 横山紀香（久世）、 國本真美子（中島）、

　池元成海（勝山）

■平成２２年度統計功労者に対する岡山県知事表彰　２/７　岡山市

　片岡出水（山田）

■同岡山県総合政策局長表彰　谷口重太（多田）

■平成２２年度岡山県青年農業者大会　２/１０　岡山市　プロジェクト発表の部

　岡山県知事賞　落合農業後継者クラブ「落合イネＷＣＳプロジェクト」‐織田  

　圭祐（鹿田）、 新極達夫（関）

■第１２回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会中国ブロック予選会

　３位　２/１２～２０　広島県　津山工業高校‐竹内亮介（台金屋）

■平成２２年度岡山県消防協会会長表彰（柴田賞） ２/１６　岡山市　中和保育園

　消防クラブ

■同岡山県少年婦人防火委員会会長表彰　幼年消防クラブ‐落合こども園幼年

　消防クラブ、幼年消防クラブ指導者‐川上保育園幼年消防クラブ　坂手東枝

　（蒜山下福田）

■岡山県わかば賞　２/１７　真庭市　市立中津井小学校（下中津井）

■平成２２年度「おかやま黒まめ品評会」　３/１４　岡山市　優良賞　松本　勇

   （上中津井）、 奨励賞　曽根恒秋（関）
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Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
て
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
新
し
い
カ
タ
チ
の
が
ま
細
工

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
初
め
て

の
試
み
で
し
た
の
で
、
ど
ん
な
感

じ
に
で
き
あ
が
る
の
か
不
安
で
し

た
が
、
完
成
し
た
手
提
げ
バ
ッ
ク

は
、
か
わ
い
く
て
、
予
想
以
上
に

出
来
映
え
が
良
く
て
ほ
っ
と
し
て

い
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
す
べ
て

手
作
業
で
作
る
大
切
な
が
ま
細
工

で
す
の
で
、
気
に
入
っ
て
使
っ
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

地
元
に
住
ん
で
い
る
女
性
が
楽

し
い
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
し
て

み
よ
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
湯
原
の
お
ひ
な
祭
り
を
初
め

て
開
催
し
ま
し
た
。
開
催
期
間
が

一
カ
月
と
長
い
で
す
が
、
田
舎
で

は
な
か
な
か
味
わ
え
な
い
、
女
性

が
喜
ぶ
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
知
り
合

え
、
準
備
も
体
験
も
み
ん
な
で
盛

り
上
が
っ
て
で
き
た
こ
と
は
最
高

の
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
来
年
も
頑
張
り
ま
す
。

　

次
々
と
明
ら
か
に
な
る
東
日
本

大
震
災
の
現
状
を
知
り
、
毎
日
、

胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
た
ち
と
同
じ

よ
う
に
、
幼
い
子
ど
も
を
抱
え
て

い
る
お
母
さ
ん
方
も
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
も

し
こ
れ
が
自
分
だ
っ
た
ら
と
思
う

と
恐
ろ
し
く
て
、
ど
う
し
て
も
他

人
事
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
こ
の
ま

ま
じ
っ
と
し
て
い
て
は
い
け
な

い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
北
房
幼

児
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
街
頭
募
金

を
行
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
お
金

で
お
む
つ
な
ど
を
買
い
、
市
役
所

を
通
じ
て
被
災
地
へ
届
け
ま
す
。

▲ PN 紅那

真庭市立久世図書館
真庭市立久世図書館
〒719-3214  真庭市鍋屋17-1 エスパスセンター２階
TEL：0867-42-7203　FAX：0867-42-7204
ﾎｰﾑﾍ゚ ｰｼ゙：http://lib.city.maniwa.lg.jp
ﾒｰﾙｱﾄ゙ ﾚｽ：tosyokan _ ks@city.maniwa.lg.jp
開館時間　9:30～18:00　
休館日　毎週水曜日と祝日の翌平日

　犯人を追うのではなく、思い
出を追う。犯罪の謎を解くので
はなく、人生の謎を解きほぐす。
それが「思い出探偵社」の仕事。

乱歩賞作家が紡ぎ出す、せつなくて懐かしいハ
ートフルストーリーの短編集です。

み
ん
な
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い

多
久
間
博
子
さ
ん
（
蒜
山
下
徳
山
）

楽
し
い
・
お
い
し
い
・
大
好
き

上
塩
浩
子
さ
ん（
豊
栄
）

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
く
て

堀
部
明
良
さ
ん
・
葵
さ
ん

愛
さ
ん
家
族（
宮
地
）

▲ PN ピンクベア ▲ PN ポッチョ

「思い出をなくした男」
鏑木蓮／著　ＰＨＰ研究所

「ポケットのなかで・・・」
鈴川 ひとみ╱作
いもとようこ╱文絵 　金の星社

「サリバン先生」
奥良モト╱漫画　集英社

お知らせ（参加・入場無料）

場所：お話し室　対象：小学生以上

※持ってくるものはありません。

☆絵本読み聞かせ会

「ぽかぽかえほんばこ」 対象：乳幼児

毎週月曜日　11:00 ～　場所：お話し室

「おはなし列車」　対象：幼稚園児･小学生
４月のおはなしのテーマ「はな」

毎週土曜日　11:00 ～　場所：お話し室

～こどもの読書週間行事～
☆しおりを作ろう！ 13:00 ～

☆春の名画鑑賞会　

場所：エスパス１階会議･研修室

10:00 ～
「天国への階段」
マイケル・パウエル監督

1946 年イギリス作品

13:30 ～
「美女と野獣」
ジャン・コクトー監督

1946 年フランス作品

5/14
㈯

　あのヘレン・ケラーの先生で
ある、サリバン先生の伝記漫画
です。ヘレン・ケラーの伝記は
ありましたが、サリバン先生の
伝記は珍しいです。どんな境遇
で育ち、ヘレンが奇跡の人と呼ばれるまで、社
会とどう接してきたのか漫画でわかりやすく描
かれています。

　のんびりやのこころちゃんの
ポケットに置き忘れた、安全ピ
ンとうさぎのボタン。ずっと一

緒にいたいというピンとボタンの思いは、やが
て花嫁さんになるこころちゃんの願いになりま
す。大切な日に、大切な人へ贈りたい優しいお
話です。

4/24
㈰
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今月のレシピ
提供は

中島久美子さん
（中和支部）

ポテトサラダ

材料（４人分）

 

作り方

・ジャガイモ　  　 400ｇ（中4個）
・キュウリ　　 　  1本  
・タマネギ　　　   40ｇ
・ニンジン　　 　  40ｇ
・マヨネーズ　　　大さじ2
・塩・コショウ　　各少々

①ジャガイモは洗って皮をむき、８

　等分に切る。ニンジンはいちょう
　切りにする。
②ジャガイモをラップで包み、電子
　レンジ６００ｗで５分加熱する。ニ
　ンジンは電子レンジ６００ｗで２～
　３分加熱する。（電子レンジの機種
　によって出来上がりが違うので、
　加熱時間を調整してください。）
③キュウリは薄い小口切り、タマネ
　ギは薄切りにして水にさらし水気
　をきる。
④ジャガイモ、ニンジン、キュウリ、
　タマネギをマヨネーズであえ、塩･
　コショウで味をととのえる。

エネルギー　139kcal　たんぱく質　2.1g
脂質　5.8g　　カルシウム　15mg
鉄　　0.5mg   食塩　0.2g

ジャガイモをつぶさないことで、そ
れぞれの歯ごたえを楽しめます。

５
㍍
の
雪
の
壁
が
出
現（
３
月
１８
日
）

　

県
道
大
山
上
福
田
線
の
除
雪
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
除
雪
車
が
雪
の
中

を
進
む
と
、
道
路
と
最
大
で
５
㍍
の
雪
の
壁
が
現
れ
、
近
づ
い
て
撮
影
と
思
っ

て
い
た
ら
、
飛
ば
さ
れ
る
雪
を
頭
か
ら
か
ぶ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「欲」
選：湯原川柳会　狩谷博子さん

６月号の兼題は「我慢」

孫
の
手
が
欲
し
い
時
だ
け
見
当
ら
ず　
　
　

小
谷　

義
孝　

月
田

欲
少
し
不
満
も
少
し
持
っ
て
い
る　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

欲
を
捨
て
人
情
に
ふ
れ
て
暮
ら
す
日
　々
　

小
島
よ
し
こ　

鍋
屋

老
婆
で
も
欲
捨
て
き
れ
ず
農
作
業　
　
　
　

小
谷
三
千
子　

別
所

生
き
る
欲
抱
い
て
今
日
も
丸
く
い
る　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

雪
が
と
け
朝
日
を
浴
び
れ
ば
意
欲
湧
く　
　

山
元
美
代
子　

阿
口

欲
捨
て
た
数
だ
け
丸
い
余
生
生
く　
　
　
　

楢
本　

公
枝　

上
市
瀬

腹
八
分
欲
張
り
す
ぎ
た
バ
イ
キ
ン
グ　
　
　

山
中　

清
子　

蒜
山
下
和

初
日
記
米
寿
の
誓
い
意
欲
湧
き　
　
　
　
　

小
椋　

都　
　

蒜
山
下
福
田

欲
ば
っ
て
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
の
渦
の
中　
　

福
島　

偉
熊　

真
賀

食
欲
が
健
康
管
理
の
邪
魔
を
す
る　
　
　
　

河
﨑　

政
恵　

阿
口

食
欲
の
笑
顔
の
揃
う
家
族
鍋　
　
　
　
　
　

す
み
れ　
　
　

古
見

元
気
な
ら
欲
は
云
わ
ぬ
と
比
べ
ら
れ　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

欲
の
な
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
丸
い
顔　
　
　

永
田　

寿
道　

樫
東

欲
で
す
か
物
を
す
て
な
い
戦
中
派　
　
　
　

前
田
茂
登
子　

中
島

抱
い
た
子
の
無
欲
が
引
い
た
大
当
た
り　
　

田
中　

久
栄　

久
世

百
歳
ま
で
こ
の
世
の
春
を
生
き
る
欲　
　
　

庄
司
美
佐
恵　

久
世

〈
軸
吟
〉捨
て
切
れ
ず
貯
め
こ
ん
だ
欲
ご
み
に
な
る　

博
子

真庭市栄養改善協議会の提供です

▲ PN Ａ.Ｆ ▲ PN リホ★
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真
庭
市
表
彰
の
表
彰
式
が
３
月
１１
日
、

勝
山
庁
舎
で
行
わ
れ
、
全
国
大
会
で
入
賞

し
た
河
島
侑
哉
さ
ん
、
湯
浅
夏
基
さ
ん
、

勝
山
高
等
学
校
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

を
表
彰
し
ま
し
た
。
真
庭
市
表
彰
は
、
市

政
振
興
に
貢
献
し
、
市
民
の
模
範
と
な
る

個
人
や
団
体
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で

す
。
市
役
所
各
部
局
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

か
ら
候
補
者
を
推
薦
し
、
真
庭
市
表
彰
審

査
委
員
会
に
諮
り
、
決
定
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
初
め
て
の
受
賞
で
す
。

　

第
４４
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権

大
会
に
出
場
し
、
個
人
戦
で
３
位
に
入
賞

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

近
年
の
主
な
成
績

・
第
４４
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権

　

大
会　

個
人
戦　

３
位

・
第
２９
回
全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会

　

立
命
館
大
学
出
場

　

平
成
２２
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
・
第
５４
回
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

に
出
場
し
、
男
子
縦
走
の
部
で
４
位
に
入

賞
す
る
な
ど
、
そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。（
写
真
左
か
ら‐

黒
田
雄
基
さ
ん
、

國
只
信
治
さ
ん
、
酒
井
謙
さ
ん
、
梶
岡
侑

平
さ
ん
）

近
年
の
主
な
成
績

・
平
成
２２
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

　

大
会　

男
子
縦
走
の
部　

４
位

・
岡
山
県
総
合
体
育
大
会　

優
勝

湯
浅
夏
基

  

ゆ
あ
さ　

 

な
つ
き

勝
山
高
等
学
校

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

全
国
大
会
入
賞
者

２
人
１
団
体
を
表
彰

（
２１
）

さ
ん下

河
内

真庭市表彰
平成22年度

　

平
成
２２
年
第
６５
回
国
民
体
育
大
会
山
岳

競
技
大
会
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
）
に
出

場
し
、
リ
ー
ド
競
技
で
４
位
、
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
競
技
で
５
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
の
主
な
成
績

・
平
成
２２
年
国
民
体
育
大
会　

リ
ー
ド
４

　

位
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ　

５
位

・
平
成
２２
年
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ

　

ッ
プ
男
子
ユ
ー
ス
Ｂ　

４
位

河
島
侑
哉

か
わ
し
ま  
ゆ
き
や

（
１６
）

さ
ん

豊
栄



■第６６回国民体育大会冬季大会スキー競技会　２/１２～１５

秋田県　※片山選手はリレーにも出場　■平成２２年度岡

山県体育大会兼第６６回国民体育大会冬季大会スキー競技

会岡山県選手選考会　１/１４～１７　鳥取県

ジャイアントスラローム少年男子優勝　伴野晃平（禾津）、

ジャイアントスラローム少年男子３位　伴野哲平（禾津）、

写真左：ジャイアントスラローム成年男子Ａ優勝　牧　

宏紀（勝山）、中：クロスカントリー（クラシカル成年男子

Ｃ優勝、フリー成年男子２位）　片山輝幸（蒜山東茅部）、

右：クロスカントリー（クラシカル成年女子Ｂ優勝、フリ

ー成年女子優勝）　友金園実（蒜山西茅部）

■第４回「産業観光まちづくり大賞」奨励賞

　２/１７　兵庫県　真庭観光連盟（石賀　

　久会長）‐　　 バイオマスツアー真庭

▲

■２０１１全日本綱引選手権大会　３/６　　

　東京都　ベスト１６　■同大会岡山県予

選会　１１/２８

真庭市　優勝
▲月田金太郎綱引クラブ

■第４８回全日本スキー技術選手権大会　

　３/７～１２　長野県　■第３２回西日本ス

　キー技術選手権大会　２/４～６　兵庫県

　優勝　SAJデモンストレーター‐実原俊一（蒜山下和）▲

■第８回全日本スノーボード技術選手権大会　３/１７～２０

　北海道　■第８回岡山県スノーボード技術選手権大会

　１/２９～３０　鳥取県　写真左から：フリースタイル男子

の部優勝　入澤泰彦

（蒜山下長田）、３位

内藤國雄（蒜山中福

田）

■第８３回選抜高等学校野球大会　３/２３～

　４/１２　兵庫県　関西高校‐

　　　　　　　　　　　妹島正明（久世）

▲

■平成２２年度第３８回全国高等学校選抜卓

球大会　３/２６～２８　愛知県　■同大会

岡山県予選会　男子シングルス（２部）

　優勝

▲鈴木亮裕（蒜山吉田）

■第 24 回都道府県対抗ジュニアバスケッ
トボール大会　３/２８～３０　東京都　

　■岡山県選抜により出場　　　　　家原蒼一朗（三田）▲
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研鑽に栄誉 市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準に
掲載させていただいています。情報をお寄せください。　　　（敬称略）

●旭日単光章

　三船芳三良さん（仲間）　８５歳

　元湯原町議（平成２２年１２月３０日逝去）

故人に叙位・叙勲
■平成２２年度第２１回ヤンマー学生懸賞論文・作文　１/２７

　東京都　作文の部　銅賞

　　　　　　　　　　　  近藤昌平（社）

▲

■ＭＯＡ美術館児童作品展（絵画の部）

文部科学大臣奨励賞　

１/３０　静岡県

▲秋元智也（勝山）

■平成２２年度農村ＭＰＩＳ施設自主

　放送番組コンクール　農業生産

　経営部門優秀賞　２/４　東京都

　㈶久世エスパス振興財団‐「小さな農家応援します」▲

■平成２２年度全国高等学校総合体育大会･第６０回全国高等

学校スキー大会　２/６～１０　岩手県　■第４９回岡山県高

等学校総合体育大会　１ /１１～１３　鳥取県　写真左から：

男子スラローム２位、男子ジャイアントスラローム２位

伴野晃平（禾津）、女子

クロスカントリー１０

㌔フリー優勝　小谷

文子（湯原温泉）

■平成２２年度統計（世界農林業センサス）

　功労者に対する農林水産大臣表彰

　２/７　岡山市　　　竹田春男（旦土）
▲

■平成２２年度全国中学校体育大会・第　

　４８回全国中学校スキー大会　２/７～１０　福島県　※男

　子クロスカントリーの４選手はリレーにも出場　■第

　４８回岡山県中学校総合体育大会兼平成２２年度岡山県中  

　学校スキー選手権大会　１/１１～１３　鳥取県

写真左上：男子スラロ

ーム優勝・男子ジャイ

アントスラローム４位

伴野哲平（禾津）、 右上

：男子ジャイアントス

ラローム３位　杉本健

朗（蒜山富山根）、左上

２：男子クロスカント

リー（５㌔クラシカル

１位、５㌔フリー１位）

　林雅人（蒜山下長

田）、右中：男子クロス

カントリー（５㌔クラ

シカル２位、５㌔フリ

ー３位）　有富航大（蒜

山富掛田）、左上３：男

子クロスカントリー

（５㌔クラシカル４位、

５㌔フリー２位）芦立大樹（蒜山湯船）、

右下：男子クロスカントリー（５㌔クラ

シカル５位、５㌔フリー５位）　樋口昌

弘（蒜山中福田）、左下：女子クロスカン

トリー（３㌔クラシカル２位、３㌔フリ

ー２位）　杉村柚香（蒜

　山下徳山）

■第７回全国ガールズ８（Ｕ－１２）サッ

　カーフェスティバル　２/１０～１３　福島

　県　■岡山県選抜により出場　岡山プ

　ーガ‐　　　　　　　磯田尭那（組）

▲

※東北地方太平洋沖地震の影響で中止になった大会もあります。
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　第１３回勝山のお雛まつりが、３月３日～７日まで勝山町並み保存地区
や新町商店街などの勝山地区周辺を会場に開催されました。大切に受け
継がれてきた 雛人形や手作り雛が、約１６０軒の民家や商店の軒先を彩り、
訪れた約３１,０００人の見物客らをもてなしました。

　「湯原のおひな祭り」が、湯原温泉街を中心に３月３日～４月３日まで開催
されています。「楽しい おいしい大好き湯原」をテーマに、地域の女性有志
が中心となって初めて企画。道沿いの商店や旅館に雛人形が飾られている
ほか、期間中は、絵手紙教室など女性が楽しめる体験プログラムを実施。最
終日には、温泉街各所で食や体験を通じて楽しめるイベントが行われます。

湯
原
の

　

お
ひ
な
祭
り



無火災願い込めたすきをつなぐ２/２７

子ども用の紙おむつなどを被災地へ３/１９

長寿の秘訣は草履と朝の体操

野鳥の観察ができる楽しみできた３/１２

３/１６

春を告げる梅の香りの中、歩く駆ける３/２０

無火災まちづくり駅伝大会

（久世方面隊主催）が久世

地区で行われました。７区

間計９．６㌔のコースを小学

生から一般まで６７チーム

約４７０人が「無火災」の文

字が入ったたすきをつなぎ

懸命に力走しました。

野鳥の巣箱作り教室が美甘

地区で行われ、２２人が参

加しました。落合野鳥の会

が行った講演会をきっかけ

に、興味を持った子どもら

が巣箱作りに挑戦。完成し

た巣箱は自宅など身近な場

所に設置されました。

長尾竹代さん（西河内）が

３月１５ 日に百歳を迎えら

れ、入所中の施設で親族や

入所者らとお祝いしまし

た。旅行や家族旅行、施設

のイベントなど、思い出の

写真をスライドショーで振

り返りました。

北房幼児クラブ協議会で

は、東北地方太平洋沖地震

被災者救済のため、山陽マ

ルナカ北房店で、募金活動

を行いました。集まった募

金で紙おむつ３４４袋、おし

り拭き１７４個を購入。市を

通じて被災地へ届けます。

白梅クロスカントリー駅伝

＆しめ山コースマラソン＆

ファミリーマラソン＆らく

らくウォーキングが、落合

総合公園で行われました。

２８チームと４３人の参加者

は、梅の花の香りを楽しみ

ながら汗を流しました。

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます。

発表や講演が行われた和牛シンポジウムの様子

従来のがま細工（左）と新商品を比べる振興会メンバーら

和
牛
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

肉
用
牛
の
生
産
振
興
を
推
進

　

３
月
１８
日
、
和
牛
の
生
産
振
興
を
目
的

に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
岡
山
県
畜
産
協

会
な
ど
６
団
体
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
主

催
）
が
、
久
世
エ
ス
パ
ス
で
開
か
れ
、
県

内
外
の
生
産
者
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。和
牛
の
繁
殖
と
子
牛
の
育
成
に
、

早
刈
り
し
た
稲
を
密
封
し
て
発
酵
さ
せ
る

稲
発
酵
粗
飼
料
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
を
活
用
し
た

研
究
結
果
の
発
表
や
水
田
飼
料
資
源
の
放

牧
利
用
と
肉
用
牛
繁
殖
経
営
の
発
展
を

テ
ー
マ
に
講
演
が
あ
り
、
参
加
者
ら
は
飼

育
や
繁
殖
の
先
進
事
例
を
学
び
ま
し
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
て
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

蒜
山
蒲
細
工
振
興
会
や
地
元
企
業
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
が
、
２
月
２８
日
、「
が
ま
細
工
」

の
新
デ
ザ
イ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。
昨
夏

か
ら
同
振
興
会
と
岡
山
市
の
デ
ザ
イ
ン
会

社
が
試
作
を
重
ね
、
県
指
定
伝
統
的
工
芸

品
の
製
法
や
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
。
外
観
は

丸
み
を
持
た
せ
た
格
子
編
み
、
内
側
に
麻

布
を
張
り
、
持
ち
手
に
は
牛
革
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
重
視

し
た
手
提
げ
か
ば
ん
は
、
４
月
上
旬
か
ら

地
元
で
限
定
販
売
さ
れ
若
い
女
性
を
中
心

に
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

が
ま
細
工
お
し
ゃ
れ
に
一
新
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私たち真庭市1年生
（真庭市立中和小学校新入生の皆さん）
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４

東北地方太平洋沖地震で
被災された方々に
心よりお見舞い申し上げますとともに
犠牲になられた方々に
謹んでお悔やみ申し上げます

義援金を受け付けています。

問  真庭市東北地方太平洋沖地震災害支援本部（総務課 危機管理室内） ℡０８６７‐４２‐１１５０  ℻０８６７‐４２‐１３４１

真庭市では、３月１１日に発生した「東北地方太平洋沖地震」についての義援金を振興局・各支局・

各出張所などで受け付けています。義援金は、日本赤十字社を通じて、被災地へお届けするこ

とにしています。市民が一丸となって、できる限りの支援をしていきたいと思いますので、皆

様のご協力をお願いいたします。

市では、救援物資も受け付けています。３月２４日現在の受付品目は、新品未使用の紙おむつ、生理用品、マス
ク、ウェットティシュ、おしりふきです。※食料品、衣料品については受け付けていません。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
３
月
１１
日
発
生
）
で

被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
義
援
金
を
送
り
ま
す
。

市役所各庁舎などの窓口に
義援金箱を設置しています

今
、私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
。

今
、私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
。
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